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学習の基礎機構

一一一視知覚における試論一ー

狩 野 陽

On basic mechanism of learning 

Minami Kanoh 
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次

本論文は， 次のような論文構成の一部である o

学習の蒸礎機機-2宮1部 A，研究の端緒，予備的点検と

試論(本論文)， B，問題の展開， JlIl;J命とiiiEj郊の検討，首1

2部一行動系の変容過程，第3部一臨床領域への援震

序

主主治体を構造として捉え，内外の条件をたえず調整す

る系と想定すると，調整する機能は，先ず，系を組織す

る多様な構造問，部分間のいわゆるコミュニケージ認ン

に認めてよいと恩う。学湾が活動の仕方を変えることで

あるならば，それは活動するメカニズムの結合の仕方を

変えることである。生活体の部分間のコミュニケーショ

γを，もっとも基本的な知的機能であると私は考える。

部分をなんと競定するかは，分析に適用しうる知的操作

によって定まるが，高次の生活体では，結合，コミュェ

ケージョ γの主要な扱い手として， 神経系が塁手今場する。

学習とは，このような基本的な知的機能にささえられて

おり，これが，高次の学務の基礎機構をなすものと考え

るのである。

学習とは一定の状況の作用のなかで生活体が適応の齢

館を修正し， 自らの活動の仕組みを変容するあり方と，

暫く定めておく。

技能や運動の熟達，動機づけの変化，集団所属，

社会意識の変革という多くの学習があるが，当面

基礎的認知構造の変化としての学習を対象とする

のである。

制離は，生活体にとって課題としてあらわれ，矛盾を

解消する方向に活動がおこり，やがて生活体の働き方自

体の変化を結楽する。

このようにして学習を課題解決の構成のうちに捉える

ことが可能である。

当頭の主題は，二重の意味をふくむ。ひとつは，祝知

覚に学習機構の概念構成を導きいれることによって，な

にを知りうるかという祝知覚上の問題であり，ひとつは，

学習機構を視知覚過程に跡づけることによってなにを知

りうるかとL、う学潔活動上の問題である。

両者の論定のしかたは， ともに通念とは一致し難い。

課題解決は，視知覚のなしうるところにはなく，視知覚

は課題解決をもって徐しえない。 ただ通念が滋認するの

は，被知覚が学轡の通路の資務をもつことであり，議題

解決の主体は，思考と実践にあるということである。

しかし，視知覚は，本来感受納砲の活動の進化した体

制で，ヒトの進化が隊幸与を克嫁する道穏で形成してきた

機構とするなら，視金目覚自体に課題解決の過程を微視発

生的 Cmicrogenetic)に跡ることは，実験操作上の実手IJ

だけでなく視知覚の本質の動向に縁なしとはしなし、。

視知覚はそれ自身，組織をもった毒事実的な心理現象で

あり，感覚と思考をふくむ生活体のひろい領域をつつみ，

ヒトの感受系 Merknetzの機能の統合性質をしめすもの

である。

ここで、は，認知活動を，とくに見事j戟対象とのかかわり

あいの強さとして検討する。なにが，いかに課題となる

か， ~ 、かにして解決されるかを，心的メカニズムの複雑

さと刺戟の切突きの，有機的対応で定まる緊張のあり方

として，とりあっかうのである。生物機能としての祝知
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党のカ動的志向性が対象となるのである。ゆえにここで

取扱う局間は，きわめて狭く，未知をとり入れ，拡大し

てゆく成主主過程の視知覚現象であり，拡大干厚生産をなす，

知覚なのである。

祝知覚は，刺章xにJl¥J)，E;し，事実を反映する性質と刺戟
の特徴を概括し，安定する対象規定の性質とをそなえる

が， 構造化する作用は言葉材と草野選手し， 可逆的ではない。

ゆえに，またここで取り扱う視知覚の官民域は，きわめて

広く，京u戦を結合する心理的反応過重量の全体をふくむの

である。しかし知覚における範務作用，般化作用の妥当

は，決定されており，思考の推論過程とは，きびしく性

質を奥にする。課題解決は，祝知覚において必然的な行

程として，現われる。かすかな物音のあとの木の棄の揺

らぎは，老練な猟節の目つきなきびしくさせることがで

きるが， 111遂をゆく旅人の見方を鋭くはしない。刺戟が

課題となるか夜かは，先行経験と準備状態によって決定

されるのである G

方法として談題解決の過程は，一定の構成概念、系と諭

潔的推定に適した領域である。仮説演緯法による刺戟変

数，媒介変数，従潟変数の操作処現に適し，説知覚は，

i放視発生約に時系列として，すなわち篠率的現象の浪u定
伎の時間上の系列として推移することになるO

ヌド論は，視矢fl党のカ動性を主題とし実験方法への道を

検討するため総定の指示するものと事象の本質的動向と

の連関を確めることを目的とし，実験への予備的知見の

一巡の概括をおこなう。ゆえに，論議は，なお司王確定な

局面にのみ限定し，証拠の記載は，必姿な最小限にとど

める。

第 1章対象把捉

: 問題領域の時間的配霞

京u戟を感受し，反応する持簡には，本来的な個人差が

存在し，また測定操作のとりかた，車。戟条件，受容条件，

測定示擦に従いその値はかなり多様である。反応時間の

差異をなす主要な主体的因子は， 11閥体の神経興奮の特性

と賦活水準である。健常者が対象を把捉する一定の準備

状態での心j理学的視覚反応測定法による通常値は，ほぼ

150~300 msecに分布する。号制m伺 C近くに高い。

求心性感受時間として，光刺戟効楽が皮質投射領に誘

発電伎を生ずる詩書持をとれば初めの反応 b 電位 33~42

msecにひきつづき c電佼約lOOmsec，d電位約150msec

e 電位 180~200msecの記録をうる (Monnier，M. 

1952) しかし，各草寺間性~呉にする電位のヌド性や役割は，

なお不明に留るところが多し、。

網膜感受の刺戦がj支質投射をなした，脳波上の兆候と

みうるラムダ淡の発生潜時は， 78~82 msec，同じく，K後

合(頭演スパイ ク)の潜在寺は平均 70msecである。(Green，

J. 1957)網膜電図が生じてから，皮質投射にし、Tこる!持病

は約 10msec(Monnier， M. 1952)なのであるから，t見
覚の主要な~関は，網膜興習時間と皮質活動時間である

ことがわかる。前者は，約 30msec 後者は 30~40msec

以上と推定できょう。運動領皮質から筋への遠心性伝達

15~20msec，筋収縮1O~20msec の所要時簡をみると，

高度の賦活条件において単純な反応動作をともなう中枢

統合を媒介とする視知覚反応のゆ紙活動時間は， 70~130 

msecとなる。

網膜時間の中心は，エネノレギ一変換として，皮質時間

l主意味構成として，複雑な工綬の所在を示唆するもので

あるの知覚反応における個人慈，精神隊容の有様は，主

にこれらの活動時間に投影するのである。

2. 末梢感受過穫

後知覚の事j戟輿替は，通常，遠隔対象に出来し，媒質

(Medium)を介して，まず一定の末檎水準での活動から

生ずる。ヒトにおいて，遠橋対象と対応する末檎興奮の

可能性の範限は，いちおう限定をうけ，多少の動揺はあ

りうるが，結局は受空手探官の感受関僚として限定をうけ

る領域と，関f度f二感受できる範関で選択的に感受性質の

篠定する領域とにわけることができる。

車リ戟興奮の選択と記号化は，ネ申絞系に一般的にそなわ

る性質であるが，とくに米檎過程では，活動の特殊機構

にしたがう選別と記号化がし、ちじるしく，いわゆる情報

化は微細なのである。

第 1の限定 〈視覚談窓の光学系の物期学的特牲に従

う〉

投射幅射線は，角膜，前E手水，水晶体，綿子体の組折吸

収，そして重量膜， !1!工彩，網膜をふくめての光の反射散乱

などにより，受容波長，解像度の制限をうける。受容機

構によって物線的に;視野構造の性質が定まる。京U'談過絞

は，無視しうる時間内で，情報として機械的に鶴単化さ

れて通過するのである。視角 1
0
以内の刺戦は，光度と

大きさの情報の区別を失い (Riccoの法見目)，高い光度で

は，光持参がおこり，単純視野では，眼球の機械的振滋に

もとづく車lJ戟の動揺と事実としての対象運動の区別はあ

りえない。通常，認知jの再調整は，反応系 Wirknetzの

操作を通しての事物の物理的定位による。

水晶体の変形，移動による焦点適合，鶴子しの収縮拡大，
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i恨の輔膝の機構操作は，対象把捉の恒常条件を維持する を推定させる。興奮の長大な持続は，多少のイ γァツレス

サーヴォメカエズムである。臆孔反射は，単に投射光の を送りうる部分をふくむのだから，そのまま視覚残像の

強さの頭数で、はなく，受容準備状態としての網膜のJI原応 効果をもつものでなくとも，残像の要因のひとつにはな

水準を中心とする系の調整にしたがい，紹補的に変動す りえよう。しかし， Bocciの残像は，片限で刺戟を受容

るが， さらに高次の系にも参加している。 桜子L反射は， 後，他阪に残像が現われる。一般に，残像は，中松…末約

外fRlj膝状体からシナプス結合を介しないでj二丘の支配下 の一定条件のからみ合いにもとづくのであるから，受容

におかれているが， i:l:意作用は，一般として，障子L拡大， 細胞における光化学反応の長さは，複合的な残像発生機

慣れは綴践し，受容光の低下をきたす傾向をともなう。 構の条件のひとつを担うよとがわかる。

快的な刺戟には，瞳孔は鉱大し，受容光刺戟は場大する

傾向が認められる。

i磁孔変動と興味，情動，態度の対応の尺度化 (Hess，E.， 

1965)も，可能で、あり，これらは，選択的な感受の鋭敏

化作用 sensitizationの蒸礎条件をなしている。

第2の限定 く納絞と投射過程の化学反応の特性に従

う〉

光化学反応は，刺殺エネノレギーを神経エネノレギーに変換

する役割を担い，時間により変化の遂行が多岐で，東j戟

構造が単純でも，ひきおこされる過程は複雑で不規則性

が高L、。網膜動作時間 (retinalaction time) の 30~200

msecにわたる務時の分散に支配的効5誌をもつのは，光

化学過程である。

Jli1J戟演の動揺は，ひとつには，光化学反応の性質に依

存するが Hechtたち (1942)は，小さい刺車記長では，

むしろ放出する光i芸子それ自身が，本質的に確率的な動

総をなすことを指摘した。弱光利戟は，同一の発光体が

継続照射するときでも不確定さをもち，つねに統計的な

明るさの在り方を規定するにとどまることを前提としな

ければならない。ヒトの光化学反応は，理論的には限界

領域で， 1~2 備の光量子が符ーの神経節締胞区域に入る

と惹起すると想定できるが， Hechtたちは，理論式と突

測僚から， 底部隊応下の梓体は， 5~7ff司の光量:予の受符

て、，光党を生ずる官長率が潟いと推定している。

網膜は，光刺戟の照射後，感'這般の上労がおこり，赤

(650mμ 1.000 msec，寅(585mμ)-1.250m閉じ育

(420mfl) -2.750msec，向色光一 2.0仰 msecにおいて

ピークに迷ずることは，つとに知られるところ(本111，

1949)であるが，この滋時は，皮質投射時間にも，当然

効果をもち，発射のずれは，色党j情報解析の悶子となり，

情報を構成する持間関係は， f三党の中板統合に基本的役

;号1jJ，ピ担うとともに，現象の持続の長さは，色覚への複雑

な残像効果をあたえることを認めることができょう。(本

)1問、一， 1964) 

網膜は，光照射後， 30 分~7()分にわたり，感電性の

上昇が残存する。これは，光分解産物の電気特伎の残効

時 45

主主育過程で，知覚遮断 (sensorydeprivation)をおこ

なったばあい，条件によっては光化学成分そのものの永

続的変化をひきおこし，化学的反応の欠陥を生ずるにい

たる。 (Wertheimer.M. 1951) 

一般に準備状態としての化学物質の組成，酵素の状態

は，不均質，不安定であり，動的平衡は，単なる物質の

補給によって維持されるのではなく，活動の十全な持続

そのものが，これを支えているわけである。

第3の限定 く網膜の締胞の振舞と伝達の特異性に従

う〉

網膜の紙胞分布は，均質ではなく，錐体は，おもに fovea

centralisをとりまく， macula lutea (鼠径約 3mm)の

範踏に分布し，周辺部は，縛体が散在する。この当り前

の確認に，網膜活動と限球選動という末績における枢要

な操作の特性がひそむのであろう。錐体は，網膜の中央

部にあっては，おのおの感受器が神経締胞に迷絡して国

有通信を皮質へ{閉止に投身すしているので，解像力は 1分

角以kの細部におよぶが，興奮の集中はおこなわれない

放に感受性は低い。料体は，多くの集合が，多くの双極

純胞を介して，ひとつの神経節細胞に集積され，伝達路

右へて，皮質に投射される。感色性は乏しいが，微弱刺

戟の加重がおこなわれ，単位荷積あたりの刺戟盤の小さ

い運動刺戟への感受性が高い。 色彩のもつ動的な性質，

たとえば緑色光擦の自動運動の大きさ，赤色面の空間配

fiiにおける支配性にみられるような情報の特異な行動的

性質は，網膜細胞の感度と発射の性質に，根本的なあり

かたで，規定されていると想定してみるのは無用ではな

し、。

すでに Maturanaたち(1960，1962)は， カZ ノレの

網膜で運動のみを感受しその他の刺戟には反応しない

ノイロ γを記裁した。このノイロ γは，S運動指i戟にも，

事実としての対象運動にも差別なくイ γブ。ノレスを発射す

る。 Bar10wたち(1963，1965)は，ウサギの網膜にお

いて方向選択をもち，感受範顕内で刺戟が一方向に動い

たときは，その逆方向に動いたときに比して，イ γプノレ
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スの放出が大きく，最適の方向は，それぞれの綿胞で、異

なる細胞，非常に速い動き，たとえば糸や線のきわめて

かすかな影にたいして特異的なインブツレスを発する紙

飽，ゆっくりした動きに特異的に応答する締約などを篠

めた。神経節約胞は，それぞれ特異な群によって，感度

の潟い対象が存夜し，網膜で，すでに刺戟の特殊な分化

がおこなわれているのである。逮動期j戟のコード化が高

度であることは，その生活体に去とって動く対象がとくに

情報皮が渇く，諜題性をもち.releaserとして，行動を

解発しやすいことをしめず。変化する刺戟への本来的な

応答は，生活体の知覚にとって，一般的なものであろう。

一般に，知能が低いほど，動物は，造りつけの潔境に

特殊的な応答をする知覚装置が優位であり，事i戟の反応

を誘発する般常さも高いと忠、われている。ヒトの視覚細

胞には，ウサギのような，刺戟の兵体的終期性にTこいす

る特殊な応答は，いちおう認められない。しかし， ヒト

の網膜細胞中の on重要素， 。百要素， on-Q任婆2誌の機能

を，このような原初的機構の性能の而から推論しておく

ことは必要であろう。

一般に， ヒトの錐f本領域の神経節細胞には.on-off ~ 

索の分布が高く，終{本領域では， on要素の分布が高い。

on要索は，料戟があるか， なし、かの情報投射とかかわ

る。運動する見事j戟は，単位面積あたりのJIi1J戟鐙が少いと

ともに，ありかつ然いとL、う連続過程をとるのだから，こ

の梓体領域の運動への敏感さとの適合がわかる。。任要

素は抑制過程として，刺戟点の加1ft抑制jによる凶化に参

与するのであろう。 on-o任要素は，結合性を鴎示し.JIi1J 

戦の位置づけ.f潔It;とかかわり，パタソ形成に働きをも

っと推定しうる。

すでに Jungたち (1952)は，ネコの遊離脳の貌党投

射領域から，細胞外誘導により，ノイロ γのスパイクを

記録し，当該領域の神経細胞総設のうち，光照射に応答

しない自発性スパイクを発射する ANeurone-49%.光

照射の当初に応答して発射する on単位.B Neurone-

24%.光照射，光消失のF句者に抑制し光が持続するうち

に恢復する CNeurone-3%.等質光照射に抑制する o妊

単位 DNeurone-6%.光の照射の初めと消失直後に

のみ応答する on嗣o[f単佼.E Neurone-18%安記殺し

TこG

Jungの. B， D， E，ノイロンは，細胞の on，off， on-

o妊単位と，明らかに照応する。 ノイロ γは，一般とし

て，関光刺戟にたいしては，相動的 (phasic)に反応す

る傾向があり，インァツレス頻度に抑揚があるが Jung，

R. (1961)は，皮質領域ノイロンにおいて，とくに波動

を強調し. Bは号月， Dは臓の代表として抑揚のリズムを

なし，プノレキニエとへスの残像が，これらの神経細胞の

発射の裂の綜合したものと対応して生ずると論じた。す

でに論じたように，残像は，残効をもっ網膜過程を基礎

として，網膜皮質投射領のそれぞれの単位の放電パタ

ンの機能的組合ぜに基本的に依存すると認めるのが妥当

であろう。

網膜の加主主:抑制の機序として，神経節細胞の受草寺区域

の相互の入混ワによって，近接する見事j戟は加重し，速

く隔った刺戟は抑制する機僧jが，極めて小さい範留でお

こる。加撃は，知覚の興奮を域大し，相互支配 (recip-

rocal)の役割を担う。抑鋭は，対比による境界効来をお

よぽし，刺殺の明確化に役立ち，鋭敏化の作用を果す。

これらは，知覚の素材処理の初期分類の工程に属する。

網膜は，活動の機構として，皮質と本質的に似た神経構

成をそなえ，変化の検知が，きわめて鋭敏であるととも

に，反応が特殊的である間と，応答がゆるやかで，刺戟

興事震の中和するi溺(光化学過程)をもち， -視覚系に特殊

な役割を扱い，すでにその働きのなかに，視覚系の活動

の綜合的な活動性をしめしているのである。

3. 眼球運動

網膜で解像度の高い領域は，会視野祝角 1800 中，視

角 55"~70" なのであるから，刺戟の拡がりとしての対

象は，この小視点の綴織的連続活動による構成をとらざ

るをえない。身体的適応運動が視覚像形成のもとになる

のである。とくに阪球運動は，視覚像形成とつながりの

深いことは，逆説麗眠時において夢様体験にともない阪

球選動が活発となることからも推察できる。

コγタクトレ γズ上に構築した鏡 レンズ装i霞で，静

止総膜像 (stabilizedimage)-Ditchburn-Riggs法ーを

造り，対象像を視野上に安定静止さぜると対象は視覚か

ら消失する。 Jung，Iミ.， (1962)は，この知見に依拠して，

網膜像の中枢1性投射は， 眼球一身体運動との協応をとも
なって始めて視覚過稼をなりたたせると論じたο 凝視な

厳格におこない，今f震構造視野での視覚を続けると対象

視野は安定を失い一部の消失，融合がおこる。〔昭和39

年度笑験) Ditchburn‘Riggsの方法をもちいて， Hebh 

(1963)は，図形の部分が，時間経過とともに，脱落， I肖

タミ，再現の動揺をなすことに着自して，限球運動が対象

構造を形づくる機能には一定の法員IJ性があり，とくに角

や線の役割が大きいことを指摘した。

事実としての視知覚は， 身体ー駁球が運動しているが

ゆえに，祝覚{象が保たれ，運動が組織的のゆえに，効来

的に， ~意味のある性質をもった統一i象者どっくりなしてい

るのである o
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限球運動は，網膜の周辺部の興奮によって夜接に調整

される。周辺部は，対象の変動に感度が高いのみでなく，

それ自身速い調整の鍛遼回路の一部をおい，対象を中心

視させる。

このような阪球運動は，適応すべき環境の一定の走査

特性によって，活動方向の性格づけをうけるにいたる。

i取球運動にともなう奴球の間有受望号系イ γブ。ノレス投身、}

は，運動領を介し連合野とくに 18~19 野において，網

膜から投射された祝党インプルスの集合体と関係をも

ち，一定の視覚像形成の図式結合に効果もあたえる。地

(Grund)から図 (Figur)を分凝する活動性をあたえる

と想定できるo 少くとも，対象の図化と駁球運動とは，

筏接に結びついた事象であることは，知覚過程の限球運

動の記録がしめしている。 さらに知覚認次日の切実さは，

根球遂動の蚤とおおむね対応し，対象図形の興味深さは

絞球遂動をインデクスとして表示することも一定の範囲

では可能で、ある。 Kohler，W. (1940)のしみ輿替の場の

勾両日をつくる条件のひとつは，対象の形相にそし、，これ

を運動化する駁球運動のイ γプノレスで、ある。服飾‘麻痔t丸

形体知覚の変性を結果するのである。

かつて， von Holst， E.たち (1950)は，白黒のジリ

γダー内に，ハエ (Eristalis)をおき，シリ γダーを閲

転すると，それにつれて， Eristalisは，継続的に身体転

佼をおこない縞目が定常に知覚されるよう保持するが，

静止、ンリンダー中を飛ぶときは，網膜過程としては，同

様な縞円運動があっても，総符を生目覚!'l"Jに定常に保つ

;視覚叩運動反射が1，じない毒事実に活問した。説明として，

遠心性調整をもっ末檎興奮の求心性過程た想定し，仮説

的な Exa妊erenzとReaぽerenzを援鳴したのである。前

者は，直接的に知覚できるが，後者は，通常，知覚には

あらわれない。 Eristalisが遼動するとき，自己の造りだ

した網膜I二の運動の Reafferenzとともに，この遠心性

コピーも造りだしこれらは相殺して，縞t1運動の知覚

も，それの定常化の反射運動も喚起されない。 Eristalis

の頭部を 1800 開転悶着すると，相殺はおこらず，相互

強化がおこり，少しの運動でも，網膜j二の縞自の動きが

強化されるため，強い身体事長伎の視覚一反射が起発する。

この視覚一行動系の機序についての提言は，基本にお

いて，Kohler， 1.と Kottenhoffたち (1951-1957)，Snyder

と Pronko(1952) Sperry (1942) Smithたち(1952)

の実験と探索に通じ，なお未だ知りえざる祝党空間構成

の椴要の関子にかかわるものである。

これらの潔論は，不規則性絞球選勤時の視覚爽失

(Woodworth， R. S. 1938)，外側絞筋麻熔時の意図的線

球選動の破綻による幻覚様の視覚変容 (Teuber，H..L. 

1960)に適用しうるが，とくに運動時の視覚の動的平衡

として活動する過程についての諸理論とともに佼霞づけ

られることになろう。

自己運動によって，祝世界が多様な変動をおこすにも

かかわらず，対象情報の恒常性が保たれ，級王者運動も定

常的な走査活動をなしえて，祝世界の定{立を保持しうる

のには，限球運動をふくめて身体環境の統合的調裳系を

必要とし，多分その一部は， Rea妊erenzのような隠され

た系として機能していると想定しうるであろう。

末梢感受の安子の活動を検討してきたが，一般に，刺

戟の処理は，末梢においても，高度に冗長な (redundant)

環境純戟を棄却し，中和し，反応を特異化することによっ

て粉対的に高度の秩序性をもっ信号を摘出する過程、で、あ

ることがわかる。受容の物規的限定にさいして機械的な

刺戟1fjlj限と調整がおこなわれることや化学過程によって

変動する刺戟を一定時間経過のうちで中和，融合し，比

絞約に安定した神経エネルギーの動きへと稀訳変換する

作業などは，これをあらわしている。

網模細胞の特異的反応による刺戟差異の検出の鋭敏さ

と限球選動の調整の活発さとは，非特異性イ γブ。ノレスを

伴い視覚系の緊張を毒事き，網膜細胞の情報の特殊化は，

刺戟が信号として特定の適応行動な解発する releasertこ
る性質を， すでにもつことをあらわしている。 これは，

網膜にたいする完全定常な (stationary)刺戟がやがて消

失すること， YlPち，差異発生なしには，つまり，刺戟の

くり込みの変動のないときには，興奮は定常化し，祝党

は消失することにつながるのであるo

これらと向時に，末椴活動は高次機能の遠心性調草案に

従う o 物理的過穏においても，興味，探索の発瑛によっ

て遠心性の支況をうけるが，後頭部皮質からの網膜への

支配はとくに顕著である。この証拠は，皮質インプノレス

による網膜賦活の可能(Granit)，後頭葉切除後の向1J!JJ網

膜半側の色調変化 (Polyak)，夢，幻覚持の色調コ γト

ラストの発生(網膜の中継性調薬であろう〉など，その

数は多い。少くとも，網膜が遠心一求心性のかなり複雑

な活動回路をなすことには疑いは乏しい。阪球運動の中

枢性支配ー求心性投射のメカニズムは，明らかに存在し

ており，残るのは，その構造の篠定の問題であろう。

このような活動系の各環における活動機構の働きと求

心性イ γプノレスのそれぞれの特性による投射，そして遠

心性統制のフィード・バック系の活動は.::@:て視覚活動

の緊張の与件であって，特殊系視覚投射の時間関係にく

りこみ視知覚体験の切実さをつくりなすのである。
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多分，これらの連絡調整は，なお確認、しえないが，た

とえば， Reafferenzに例示される理論的要請の如き在り

方なふくめて，複雑な調整系をなし，視覚活動に~与し

視覚活動をして，人間の生存に慈味ある活動たらしめて

いるのであろう。課題解決とは，視覚活動における有機

的処理の機機を表示する活動の性質にほかならないので

ある。

第2寧視覚{象形成

1. 被覚投射領域

視覚興奮が網膜から皮質にいたる所要時10msecの過

程は，視床の中継核である外側i膝状体をふくむ伝遼介夜

路をへて，後頭部皮質領域の第4)爵(鳥距領)Brodmann 

17野にいたり，視覚系の特定信号の伝達をささえるもの

である。外似IJ膝状体にも特異的なシナプス前抑制が存し，

調整をうける。 (Arden，G， B. and U. Soderherg， 1962) 

受容絡の表簡が刺戟をうけ，網膜感受ののち，皮質の説

党投射領は十分に，しかも，恒常的な刺戟の調整に従う。

皮笈投射領から迷合聖子， 1ft1]顕，古iJ頭部も，また刺戟興奮

の波動のもとにおかわJる。

視覚信号の投射は，構造的に正確で限定した関係のも

とで皮質興奮を生ずると想定されており，皮質投身す領に

小ざい損傷を加えるとそれと対応した反側の視野に限局

した欠損がおこる事実が，その古典的証拠であった。網

膜の約百包構成，伝達過税，皮質ノイロ γ構成は，広範囲

のからみあいをなすにもかかわらず，一対ーの点対r.五、が

網膜一皮質投書、}になりたつのは，加重抑制の機構的特性

による O このことはすでに定見といえる。 (Lorentede 

N6， 1934) 

恥心祝は，鳥JIff領の後端やその深部にきわめて大きく

分布し，長も飯領の前織にも投射している。中心視が分散

し，広い範劉で投射をなすことの言正拠は，後長真皮質のま民

傷による;視野欠損にさいしての禁致}残留 (macularspar-

ing)である。周辺部は投射が狭く，その位霞は限球運動

との連絡の近さを暗示する。

i現綴閃光法をもちいて， Lansing tこち (1959)は，光

刺戟へのスイッチ操作という感覚反応時間を製品定した。

安静なアノレフ 7波持続中の知覚条件のもとで，関光をあ

たえると，約 280msecの王子均辞書時をえたが， ブザー警

告をあたえ，一般に緊張水準を高め，アノレブア波の持続

しない知覚条件での反応王子均苦害時は 2061羽田cであっ

た。後者の数値は，反応機鍛度の高い心頭学的視覚反応

-48 

時間に近似する。この74msecの促進は，視知覚反応へ

の緊張条件の作用をしめず。とくに中枢媒介過程を斌活

する過程に依存するところが大きい。

皮質活動の賦活に参与する網様系は，複雑な総抱構成

をなし，脊骨造に始まり視床の非特殊核に終り，感覚伝達

路，皮質のいろいろの水準で特殊路との連絡の側校をも

ち，伝逮は di任usalで，皮質のあらゆる腐への興奮性の

調節にかかわる。 SharplessとJasper(1956)によると，

上部の視床綿様系は注意作用と関係し，その一部は，官官

郊の感覚運動領野に，俄の一部は，祝一聴覚情報の処s!l

にかかわる後頭皮質領域に局所的に賦活をおよぼし，活

動は，選択的相動的 (selective，phasic)で変化しやす

い。下部の中日記以下の脳幹綿様系は，興事富水準の維持に

かかわり，緊張性(tonicaわであって，皮質徐波の広範な

抑制，アルファ波の河期に条件をそなえるのである。

サノレに瞬間露出器により，視覚課題をあたえ，約様系

を電気的に刺戟した賦活条件で、は，課題解決のIE篠さが

矯加し，課題解決の時間が綾織した。 (Fuster，J. M.， 

1958) 

祝知覚の課題解決への約様体の賦活は， it惑;作用の強

さ，解決へいたるねばり，成絞のよさといちおう正の対

応をなすが，しかし，必ずしも厳衡には，仕事効率の上

昇として解釈するのは妥当ではなし、。籾様系賦活11，行

動の不安定さ，焦立ちとしても発現し，仕事効果とIEの

関係をもつのは，一定範闘の条件下においてなのである。

Hernandez剛Pe6nたち (1956)の実験が示唆する，ネ

コの鱗様系の選択的加重抑制の活動機構は，網膜の時所

;筏における加重抑制の機序に類似する。ヒトの認知領域

に同時に視覚料戟と聴覚刺戟を提示し，視覚刺戟に注意

をむけるとアノレブア波はふつう 6~8μV の水準以上のも

のは阻止されるが，聴覚刺戟に注意をむけさせると，ア

ノレブァ波は，それ以上の水準で現われてくる。意図的態

度によって網様系が選択的に皮質緊張を，加主主抑制して

いるのである。(昭和40年度実験)

皮質の縮機系トーヌス増強と皮質の機能的反応;性と

は，一定の意識水準での仕事効果という狭い限定をとれ

ば，いちおうf‘行しているともいえる。

動物の網様系に復気刺戟をあたえたり，薬物総活をお

こない，党慎重反応を生じている時期に，祝床経治の光東j

戟輿響が到達すると，第一次感覚領，連合領に窓夜の減

少な生ずることの本態は，未だ判明ではなし、。 これは，

先行する緊張活動があるとき，祝床経由のイ γプノレスは，

結合すべきノイロ γ群がすでに発射I=tで不応期にあるた

め，到逮しても反応しうるノイロ γ数が減少し，そのEE
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肢が降下するのかも知れない。あるいは，マスキングに

類する現象，小さな領域でのノイロン総合，ノイロン群

の選択的反応，興事室と抑制jの在り方などからする解釈は，

なお註拠にとぼしく，決め難い。多くの不確実な，しか

し，相互にかなり矛蔵する証拠，知見のなかではあるが，

当預， 次の如き Bremer，F. (1954)の定式を， 書司様系

の{位i愛づけとして仮定しておく。

く網様系のトーマス維持機構に皮繁がかかわり，皮質

一網様系 皮質の回路が生じ，党酸度を高める興奮が選

択され，t削訴される。この機組は，大悩の反応する細胞

単伎の機加によって生じ，選択は大脳ノイロン綿に貯え

られてし、る記憶痕跡に従う〉

2. 皮質ノイロン網と脳波現象の成立〈集会

活動〉

皮質に光東j戟の誘発電位が生ずるのは 33~42msec

の時間を必要とするにi騒ぎない。しかるに皮質に視覚活

動が成立するのには，短く見穣っても. 60~80msec の

待問を要する。網膜待問と投射伝迷路の必要時間を室長引

くと 30~40msec の皮質待問が，視覚活動発生にともな

うことが切らかである。

この待問の長さを与える最も簡単な資料は，皮質にお

ける伝達回路の長さである。 MfJちシナプスの活動する数

設として表示してよいであろう。111闘のノイロンが活動態

にあるとき，そのノイ口ンの保有する多数のシナプスの

うち浩子が臨界発動状態にあると考えておく。多分ひと

つのシナプスで、生じた変化は，この臨界発動性を励起し

て，次のようなノイロン活動を誘発することができょう。

'}n 

N~27mn・・ (Sawyer-Eccles 1953) 

N…活動するノイ口ン数

m…媒介シナプス数
n...伝達次元の数

く捻盤〉シナプス伝達時間〔シナプスの前膜と後膜は，

約 70A，その間際 (synapticcleft)は，距離 200Aあ

り，シナプス小頭部 (synapticknob)からの vesicle移

動と伝迷物質の内容放出により，シナプス朕のイオン通

過性が増大し，シナプス後際電位を脱分極させ，この漸

土援がノイロン発射を生ずるといわれる。 (Eccles.J， c.， 

1964)J一民iJち，これを伸長反射弓ノイロンの伝達時間と

して測定したものとして 0.5~1.3 msecの数伎の記裁

があり，王子均 1msecとみてよい。視知覚の皮質時閣を，

'Omsecとし， 臨界発動状態にあるシナプス数を平均4

と仮定すると，上の SawyerψEcclesの式は，

m.…"30+1 n.…・・4

N 土井xl0'
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このきわめて少量のシナプス発動をおこなうモデルに

したがって，視覚の皮質時欄の最小時間.30 msec 1々に，

発射活動をなすノイロン数は.5x lO'儲とすると，この

ノイロン若手は，どのような集合の仕方で祝党印象の造成

に参与するのであろうか。

誘発したノイロンの全てが，心理的事実として視覚過

程にあらわれるのではなく，そのうちのかなりのものが

多分，形象に総合することのないランダムな発動として

おわることは予測しうるであろう。しかし，活動時間内

に，ノイロンの少くとも一部はt ~長合として働き，集合

的活動は時間とともに推移するが，一定の法則性をもっ

と推定するのである。

1鈴持 60~80msec の光刺戟一皮質誘発反応は，視覚性

ノイロンの集合的活動であり，東j戟にたいしても特殊的

であり，発射する神経細胞群の構成としても，多分，特

殊約であるといえる。

Evans， C. C.ベ1949，1952， 1953)は，視知覚j過程中に
おいて，背景'脳波のなかに，注意して見るとき，つまり見

えの分化!交が高く，視認が活発であるばあいのみ高度に

出現する三角形の鋭波をみとめ lambdawaveと命名

した。後E貢部に優位で， おおむね関電機にたいし陽性，
単相性で陰性波が少し持統は，ときに 300msecに達

する。音ß位は，同1l!O悶紛が多いが振~f扇は非相称，スパイ

ク様で律動は認められない。明るい視野条件で模様や図

形を見ると強く出現し，間I!誌や陪視野では消失する。等

質視野でも消失し，一部を凝視したり白い簡を見ている

ときも消失するから，網膜霊童図の後頭投射とは言い難い。

とくに注意をひく刻現な刺戟対象は誘発度が高く，文字

形象のような抽象体は低い。メガネで焦点、をぼかしたり，

興味のない状態にするとラムダ波は低下する。(Green.J. 

1957) 映画、ンーンの潟始後lO~20sec で出現，白色

面(プランク)のときは消失，低下する。 (GastautH. 

and J. Bert 19出)錯視，幻視にも多少の関係がみとめ

うる。発現率は，かなり高く (61~99%) (Remond， A. 

and N. Lesevre， 1956)一般的な現象である。 しかし，

通常は，背景脳波の雑音過程に埋没しやすく.j巻市訴の利

得を高めても，正確に読みとることは，現在の脳波記録

装置では易しくない。

Evansは，ラムダ波をテンカン性発作との関速で検涼

し，病理的発生を疑ったが，ラムダ波の検出が普遜的に

なるに従い，病潔的なものとは，必ずしも結びつかない

と思われるようになった。しかし，ラムダ波は，網膜の

電気活動が後頭部へ投射する時間 60~80msec と一致し

て発現するのであり，ラムダ波の発生する後頭部は，テ
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ンカン性発身、jが光刺軟にたいする hyperexcitabilityと

して起発する部位そのものであり，テンカン性発作をお

こしやすい者のラムダ波は，とくに著しいのであるから，

ラムダ波は，光刺戟によって後頭部のノイロン若手が，と

くに激しく発射するときの特徴的な誘発反応とみなすべ

きであろう。

ラムダ波11.光刺戟にともない，後頭部に高度の輿苦言

を生ずるノイロンの集合体の活動の表示でありうる。こ

のノイロン集合は，必ずしも視覚印象と結びっくもので

はない。むしろ興奮の焦点とか過剰l興事震とみなしうるも
のでもあろう。 ゆえに，ラムダ波は，視覚印象の結合に

あずかるだけでなく，むしろ，ラムダ波の‘高度化'は，

視覚破壊につながるかも知れないと予測しておくことを

要する。しかし，これは集合的な誘発ノイロ γ活動のか

なり明確な指擦となりうることは確かで，祝党インフ。ノレ

スが，高い京i戟輿慾性をもつことをあらわしている。視

覚対象への，その注視が，かなりの強さなもち，視覚対

象への態度が，かなり積極的か，視覚対象が，かなり刺

戟的かという在り方の特性宏指示すると予想しておくの

である。ラムダ波の振舞に表示される誘発反応は，刺戟

投射が刺紋織迭に依存しておこり，東i戟を有機的に総合

してゆくのに必要な走査の忙しさ，緊張が高まり，祝知

覚がおこなわれるインテンシヴなモウメントと見ると，

そのスパイク様の波製，注視初期の出現と注視経過ゅの

鎮静，単一の主幹粉波の持続時間の性質は，視知覚の心理!

活動の理論的に推定しうる内的構成と矛盾していない。

K複合 (Kcomplex)について.Roth，M.たち(1956)

は，覚醒時に視覚刺戟にともなう頭頂部スパイクとして

ラムダ波とひとしい機序を予想、した。しかし.K複合は
多く阪眠時の予奇襲葬期j戟とともない誘発し，視覚との対応

はかなり間接的なものに留まる。効果の波及は非常に速

いものであるが，後頭音s投射イ γブ。ノレスがK複合へと結

合する回路を想定するガが，より妥当で，ラムダ波のよ

うな夜楼性は見込むことが難しし、。ラムダ波はノイロン

の集合的活動をう予想、させるが，しかし筏党によってえら

れるものは， 主単手なる立京料車司j戟の築君務変で

な特定のものとして抱捉し7たこ;意怠味7形惨象なのである O 意味

的形象とは少くとも形体性をもち，その限り，一定のま見

射性をもっ秩序系でなくてはならない。刺戟は空間的配

霊堂として存在していても，視覚活動では限局した中心視

の連続的な走査による時閥系列に変換されィ γフ。ルスと

して投射される O これは匠寺聞として体験されるのではな

くやはり空間として視野を形成するのだから，インプノレ

スを緩めて形象とする活動を要する。しかし切らかに祝

党は材料をもって家を述てる如く，脳が視覚をつくる如

きものではないのは当然である。視覚情報の秩序性，そ

して秩序性を表示するものとしての記号性，持続を支え

るものとしての恒常性はすでに絹篠活動のなかでも十分

認められるのである。形象の秩序性，記号性，恒常性は

内容をJ主体的にもち，しかも先行の経験と結合したあり

かたで、視覚過程に生ずるのである。これは複雑な結合な

必要とする。とくに高次の視覚をうみだす結合11.図式;

結合 (Schematicconjunction)と呼ぶことにしたい。

く中枢投網状活動〉図式絡会のま基となる，ノイロン集

会一く仮説〉

1支質活動時間をつくる多量のノイロンは，線型の活動

として，つまりシナプス伝達にもとづく通路として想定

すると，ひとつは複雑な通路の長さとして，ひとつは循

環を反復する開鎖回路として想定できょう。多分，線型

をなさないンラムダな発射ノイロンも多数予想、できる

し， また新しい通路の生じようとするく柔し、〉集合も，

予想、しうる。

ノイ口ンの連鎖、とみなしたとき，その述接を樹校状突

起，軸索の分校の議として，インプノレスが伝達する結合

の配列として閉路を考えたとき. Beurle， R. L. (1956) 

は，ランダム結合のノイ口ンの大母集団を通じて興室波

が拡散し.f渉する系の全体的振舞が，きわめてよく数学
的モデルに適すると考えた。これは，当然適切な思考の

ひとつではあるが，現在なお提供しうる有用な知見は始

んど存在しない。 (Wiener，N.とJ.P. Schacl品(1965)

参照〕

Hebb. D. 0 (1949)はく交代性循織をもっ複合性の興

奮伝導の関鎖系〉を Lorentecle N6 (1938)の関fjj]路

closecl circui tの五奇想のもとで想定し，知覚における概念

様の活動性の恨拠とした。 Hebbは，単一の閉凶路の活

動は消去することが速く， lOmsec以上にわたることは

ないとみなし 3次元の複合体を提唱し 50msec-1000 

msecの興奮持続を求めた。生fj党において単一内容がみ

とめられる心理過程は約 500msecとされる (Pillsbury

1913， Billings 1914， Boring 1933. Wooc¥worth anc¥ 

Schlosberg 1958)ことに基くのであろう。 注祝は動揺

し，その持続は 100msecから 5000msecにいたる間に

分布するという資料がある。しかし未だ注視とL、う言語義

が綬旅さをもち，一義的な活動性をもつものではないゆ

えに，注視はそのまま，ノイロ γ回路の迷続活動として

捉えるべきことではない。

ノイロ γ群による循環状の関回路は，連接の一環とし

て小さいノイロ γ若干の循環路をふくみ，刺戟輿著書は，こ

ハH
V

F
hノ

申
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の網討の端緒における発射で口火をきると，一連の定型 るであろう。各銀域は，それぞれの活動性質をもっ回路

的な迷続発射をひきおこすことになる。 性のノイロン集合をもち，その然点は比較的少数のコア

になるノイロン小群が支えているのかもしれなし、。この

@]路機迭は，淫論的には，等電位 equipotential(La- 焦点へ，他のノイロン連鎖、が接近し臨界発動状態にある

shley， K. S. 1930， 1929)の性演をもっと推定できる。脳 シナプスが多く，効果的であるとき，去の部伎の一連の

煩傷によるー音1¥の経路降客も系金体の統一的機能を妨げ 回路活動が誘発するにちがいない。

ずにすむことがありうる。これらは，過剰機構をなして 網様体の賦活が活動性に不足しているときには，綿界

いるのである。 発動状態にあるシナプスは少し迷鎖は，イ γプルスに

視知覚の神経j活動の過剰な学習過程が，徐Aに細胞間 よって発展せず，限局した範閣のく機械的〉活動にとど

の内的促通，そして細胞若手間の促通を高め，知覚を定君主 まり，とくに連鎖は'z芝照的拡延，連結の長さにおいて

化する支配的構五設を造りあげ，刺戟感受のイ γプノレスの 消極的で，速い距離にある{員u頭部.lIII頭部，頭演音1¥のそ

主主型的振鋒.Jlllち刺戟の秩序;性，恨常性，記号性を保証 れぞれの対応する領域は，とくに有機的結合に不足する

することになる。 ことであろう。

このような消極的条件のもとでは，視覚は恒常性が高

網膜の一点、にあたえられた刺戟がflJ2の時に他の一点に いが，予期が微小に発生して注意を導き，形象を探索す

あたえられた刺戟と河ーとされたとき 2つのがj戟の網 る積極的活動は，鈍麻し，刺戟対象との生動する交渉は

膜上のそのつど変る投射が一定の関係で、捉えられ1司ーと 乏しく，視覚は機械的となるはずである。

認められるとき，それらを同ーとする秩序系ないしは構

成者なしには説明ができなし、。少くとも閤難であること

は，確かである。しかし説明に便利という理由でく構成

者〉を要請することは f権利の問題」で、あってそのまま

同調することはできない。

しかるに「事実の問題jとしては，中根性回路説は証拠

に乏しい。 Scheibel，M.とScheibel，A. (1957)はCajal

に範をとり.Golgi染色をもって網様系回路について構

造上の知j誌を提出した。対象は，ネコ，イヌ，ネズミが

選ばれ副側性線維(Co lIa tera I品res)が網様系に貫通

し，約様系の求心性線網と複雑な平行交流をなす局爾を

探習院したっ一般に ScheibelとScheibel(1962， 1965)を

含めて，約胞構成上から，神経活動についての想定，行

動特性の限定する証拠や緒示をうることは，なお未だ凶

難なことである。

ノイロン連鎖系を長さとして，延長として考えてみよ

う。多分，誌な頭部連合微をふくむ側頭部領域，霊長頂部銀

成の皮質各領域の各層に連鎖の延長は到達しているはず

である。勿論，網様系との間，祝床との間の特殊な回答

もあるわけであるつもともとノイロン回路はよく機造化

しているものであってもイ γプルスが一定の閉路を通る

以外はありえぬとし、う強間な連鎖ではない。とくに延長

の長い連鎖では回路の自動性，自律性は乏しい。少くと

も闇路連鎖の長さ，空間的距離に比例して，条件による

変動をよりうけやすくなるだろう。

連鎖の遠縁は柔い結令状態にあり些少な動揺が結合を

消失させるし些少の興奮が，他の結合を誘起するにし、た
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くノイ口ン沼路の形成〉

ノイロン回路は，形成され，成長し，燦関するもので

ある。胎児の神絞組織は，きわめて未分化であるが，成

長とともに，ノイロ γの網状構造を形成する条件は急速

に塁豊富化する。進化の形成しきたった(弱体条件の遺伝的

脊成のうえに，初期学潔がくりこみ，ノイロン回路の基

礎的構成がなりたつので、ある O このような回路特性は，

基礎絡会 (basicconjunction)と命名しうる。

さま礎結合性ノイ戸、ノ回路の作用のもとで，図式結合が

つくられる。学畿の過程であり，記憶の活動であり，機

械化された心理活動なのである。ノイ P ン関の一時的結

合を生ずるもとには，機造化した記憶性ノイロン回路が

あるはずで，これは.)過剰学濁の所産である O

ノイロン・セットの形成をなす学潔は，ノイロン自身の

振舞としてみると次の 2種にわけることが適当である。

(Eccles， 1964) 

。ノイロンの閉回路をインアソレスが循環し， ノイロ
ン群の活動パタンとして成立する動的な過程の持続。こ

のシナプス結合の連鎖は，一定の勾配をもち，神経系の

特定の知覚入力によってひきおこされた活動は，インプ

ノレスが回路内に持続している限り，特定の様式で変化を

うける。

インプノレスの持続は反響回路 reverberatingcircui ts 

の概念を導入すれば数分間を見込むことができょう。活

動性痕跡 activitytraceである。
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2) シナプスの活動化が微細構造で永続的な変化をお つにいたる在り方に，資料を供すると同時に，心的メカ

こすことにより，後続のインプノレス伝達効率を橋大する ユズムに働く基礎結合の性質を暗示するものである。

過程。 構造化したノイロ γ回路は，互いに交錯する構成をと

最初に活動化したすべてのインプノレスのシナプス作用 りうるが，これは，すでtこ機構化した痕跡が，待問的秋

の効率が上弁し，入力が続いてあたえられると同じ経路 序をなして下履へ沈澱して，空間的層をなすためである

にそって遂が関かれる傾向を生じ，特定のパタ γをもっ と W.Kohlerは想定した。同一対象を，判明な条約二で

た活動化と応答反応;に関与するシナプスの効率がさらに 提示し，次に弱潟明条件に提示し，弱照明下での弁別磯

強化され，その結巣，通路の掬け方は，もっと有効にな 認が前の提示についての綬験の影響sをうける過程で，誕

り，このようにして入カを相ついで加えるごとに効果は 拠をど提出したので‘ある。

累積してゆく。構造性疾跡 structuraltraceである o

ノイロン凶路の結合をつくる条約三としてはシナプス間

構造性痕跡が，有効に作用するまでは， Jl¥lち形式をな !療において，シナブ。ス小頭l'lsSynaptic knobの増大，践

すのには，活動性疾跡として，反復されなければならな 富化をおこしイ γブツレスの促進しやすさを生ずるとす

いことがわかる。少くとも，回路内の電気活動は，すで るもの， (Kappers) (Konorski， J， 1948. 1961， Hebb， D. 

に網膜現象で検討したように，長い残存効果を予想しう O. 1949， Young， J. Z. 1951， Eccles， J， C， 1953)シナ

る。ゆえに，この期間に‘焼きつけ'がおこり，タンパ プス伝達の化学物笈であるアセチノレコリン増加にともな

ク質の合成をひきおこし作詞Hi構造性疾跡となると想、 うシナプス底抗の減少説，グザヤ細胞の伸縮変化，そし

定してもよい。 て成長による長期の変化や遺伝に情報指示の支配的役割

これらは過剰機構をなすことになるが，このような過 を担い，インブ。ノレスが反復することによっても慈起する

剰機構は必ずしも多くの回の学務，反復経験をつむこと かもしれない神経細胞内の変化，たとえばRNAの如き

によって生ずるとは限らない。唯一度の経験がく焼きつ タンパク質分子の構造配列の変換と合成の得体制化

いて〉残ることもありうる。しかも，特殊で、，奥常な)tlj CHydるn，H.1959)によるとするような多くの推定が存在

紋は本性上極く少い事例で、あるはずにもかかわらず，長 する。しかし，これらは今なお全て推定にとどまるので

妨にわたり鮮明な印象を保っとともにく折にふれて〉印 ある。

象が再現するのは，それらの刺戟が先行経験関lち既存の

ノイロン回路網にとって容易に位置づけられないか，そ

れが総合にとって異種的であるため孤立化し，[笥(Figur)

として興奮の勾配が高くなり，それとともに賦活作用に

より全体興奮が増大して， イγプノレスは，たとえ受容刺

戟の物浬;設は少くとも末梢一網様系に支えられ特定のノ

イロン群の循環回路に反響1生活動をひきおこすであろ
う。これは特殊の場合は数千四にわたって循環し反響し

続けることがありえよう。了皮，過剰学習をなしたと同

様の，しかも，より効果的な過程が成立するのである O

機造性疾跡の形成もこのような適当刺戟のく待ちうけ〉

による反簿の機序がありうるであろう。

ひとつの皮質野の部位に加えられた侵襲や強闘な局所

性活動は，対比的な部位に鏡快焦点 mirror'focusを

発生させ，この対比的鋭校領域の過剰興奮は，原発部位

を除去した後も，活動の持続することが脳波上認められ

る。 (Morrell，F. 1961)この‘独立'の輿饗痕跡は構造

化されて，サノレにおいては，術後8週間にいたっても，な

お脳波j二に出現する。この知見は，孤立的な異常な刺戟

が，投射によって促遜した機構とともに，他の領域にも

対比的過程をひきおこし，問者ともに永続的な効果をも
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く集会の自己組織性〉

ノイロン集合は，集会としての仮宮本に特徴ある:./1f二の

性質がある。 i対光刺戟をi後一度，投射するとtlt党皮質の

tl1伎は誘発してスパイクを発身、}するが，それは発射後，

i度ちに零笥伎に浴滋くことなく， IE負の位初を徽潔して
徐々に電位を低下してゆく。 Chang，H. T. (1950)は

電気刺戟と王子饗刺戟をもちいて，サノレ，ネコ， ウサギの

知覚領野に，誘発電位をおこし，その腹後の残襲撃として

3~13 回の正負の放電を記録した。

jヒE註 1i" 初出高腕 (1965)は，ヒトの後頭部の感lL文
内に針電磁を刺入し両専を不関電機として誘発電佼を記

録した。光刺殺を投射すると関限時では初~150msec

の問，持続する負の相とヲl続いて持統 100msecの正の

梓!の電{立を認め，間銀特にはこれらの誘発発射の後に.

8 ~ 13 c/secのアノレブア波様の律動的な波動が続き，時

間級過とともに減少することを認めた。霞位が負1Jl.Uに動

き振幅の真中のレベルを横切るとき 1カウント信号を，

CAT (特殊電子計算機〉に入れヒストグラムを作成し，

誘発反応後の規則的雲監位変動がやはり誘発反応であるこ

とを検討した。
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ノイロン集合はどのような結合をもつのか，ラγダム

の集合であるか回路性のものか，構造については篠突な

鋭主主はできないが，一定の規則的な電気的活動特牲をも

つことは明らかである。この規則性は，一般にアノレブア

律動 (8~13c/sec)である。規則的な電位変動をひきお

こす，ノイ口ン集合の構造は 2種の推定が，可能で、あ

ろう。

1) ノイロ γという悩体，すなわち個々の活動体のラ

ンダムな集合であると推定し，なおかつ集合が活動しつ

つ，自己組織系 Self-organizing-systemとなるように粉

互に効果し合い調整されて律動をうみ出すとする見込。

N. Wienerは，くさむらにすだく虫が音のリズムをつ

くり鐙の燐きのひとつひとつのランダムな活動がともな

い合L、，群として樹立の活動の悶識をひきおこし，淡の

ような調和の息づきをうむところに生物の営みの本性を

見出した。

ノイ戸ン築合は，機造分化をしなくとも，ノイロンと

いう側個の自己綴織系の粉互作用のもとで調和的な一定

の活動性;を生じうるのかも知れない。多分，そのような

調和的な活動性は蒸本である，ノイロン白身の活動の特

性に似たものとなるだろう。

Fox， S.とJ.Q'Brien (1965) は，誘発ÎJP~事装擦をffl

いて微小電磁による細胞外導出法で，単一ノイ P ンの発

射スパイクと集合ノイロ γの発射スパイクを連続加算一

掃引し，術者が極めて高い，驚くべき相似をしめすこと

を報告した。

2) ノイ口 γ集合が構造分節をもち，ノイロ γの網状

組織として三三次元の間路特性をもちこの閉閉路きとなんら

かのインブツレスが反復し，循潔し，この循環の波動が規

則的な電伎の正負の流れとなるという見込。

自発性連発波活動 (Spontaneousburst activity)の

現象の古典的記載は Morison，R. S.と Dempsey，E. 

W.によるものである o (1942， 1943)パノレピタール昨年砕

のネコで致死約な深さにいたらないやさ事度の麻闘争におい

て8~12cjsecの連続的なワズムをもっ波が皮質から導

出され，とくに連合領に著切にみられるつ皮質を局間か

ら切離しても存在し，視床を破壊するか皮質と視床の連

絡路を切断すると補失する。とくに視覚投射系を切断し

ても存続し，むしろ断絶することによって増大する。末檎

興奮の第一次投射は，この連発波動に主主なって出現する。

両者は奥なる神経系統に属するらしいと提唱したので、あ

る。即ち視床皮質の内部に， 8~12 c/secのワズムの循

珠する反復性問路が存在し，これが受容器から投射され

るインプノレスと脳内において関係するとしたのである。

視隊と皮質の連絡を制限 (Burns，B. D. 1951)して

も，脳を緩めて小さい切片に切離しても，律動的な電位

変動を検出できる。 (Libet，B.と Gerard，B. W. 1939) 

このような一波の知見が存在するので Moriso距

Dempsey論の交代性反響回路は次のように見込む方が

よいと思われる。

脳内では多くの定←~な回路がありうる。この幹線問路

にしたがって，一定の脈流が 8~13 cjsecの電位リズム

をもって動く。しかし血管内の血流のようなものではな

く，一種の波動として，変動をリズムカノレにおこなうの

である。

ひとつは，皮質内の閉路であり，連合鎖減を中心に，ノ

イロン意義よりなる ll.体的なノイロ γの総状総織である。

類似の構成で視床音15位でも，ノイロン結合の総状回路が

ありこれら皮質回路，視床閉路を回状に結合する迷絡も

存在する。これらが総合的問絡を機成ずるのであるG

少くとも，脳内の神経細胞は集合として特定のインプ

ノレス活動を成立せしめる組織的な結合をもつことは認め

うるのだから，集合の基礎的な性質としての，アノレブア

律動は，この結合組織と有機的関係をもつにちがいない

と想定するのは，必ずしも無理な推論ではない。

しかし，すでに論じたように殴路結合とランダム発射

は，必ずしも矛盾しないっ神経細胞は，かなり自由な発

動をなしつつ，しかも田路結合を一定の瞬!聞こ形成する

とし、う立論の可能性は，存在するのである。

ノイロンの活動を保全する一定の脳内の栄義条f牛のも

とで， 1支質のノイロン集合は，観床 紛様系との~IIÆ作

用をおこない，ここに一定のく歩調とり〉の働きが生じ

これらが 8~13c/secの律動を保つ。ゆえにアノレブア・

リズムはホメオステイシスの性質をもっ，柔い梨i織活動

の表示となりうる。

このような脳内電気活動のエネノレギーの性質とその担

、い手は，なになのであろうか。 脳内の電位変動の役割を

おう資格のある若干の調子が認められよう。ノイロンの

化学変化，締胞膜のインピーダンスの変化，インフツレス

の放電とその後電位，シナブ。ス電位，樹:伏突起号室位など

である。

ノイロン回路な循環する電位変化がノイ口ン発射のス

パイクであるとすると，脳は，つねに自然的発射を反復

し回路はインブ。ノレスの去*による律動性をもつことにな

るO 微小電極を，これらの回絡に接するならば，スパイク

の律動的移動を捉えうるはずである O しかし多くの報

告は，これに否定的である。 (Li，C.し， Cullen， C. and 

H. H. Jasper 1956) 
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ノイ口ンのシナプス電位と樹校状突起電位は，ともに，

従位変化の経過がゆっくりと長く，神経細胞の比較的低

い活動性と対応し，インァツレスが本格的に伝達される以

前の柔い興奮状態における促通とL、う要件にかなってい

るo Eccles， J. C. C 1953)は，後援位 after-potentialを

適当な担い手としたが，これも発射後の平坦で、ゆっくり

した経過をとり 100msec程度の持続をもっため，やは

りひとつの仮説となりうる。しかしこれらは現在では

いずれも確訟は十分とはいえないのである O

いずれにせよノイロン剖路のうち，1iffi様性発身、}の機会

の多い大きい闇路網を中心として，ノイ P ン結合性の活

動があるか，あるいは，これらをとりかこむかなりランダ

ムな活動であるか，のどちらかであっても，おそらくノ

イ1:1;/発射スパイクよりも， 1図偲のノイ P ンとしては，

興奮性のより低下した在り方の自律的な電位変化がおこ

なわれていて， これらは，歩調とりの作用にしたがい，

一定の律動の主党側性をもつため同調して， I蕗振幅の波動

(頭皮上で 50μV税Bむをつくると暫定的に想定してお

くことにしよう。この自発性発動状態は，末機投射の刺戟

に反応する準備状態をなしているといえる。シナプス電

位，樹状突起電位， t変電位などは，いづれも機備状態と

となりうる定常発動性と，費二jニのシナプスが臨界発動状

態として存恋する可能性を，保証しているのである。た

とえば後電f立は Eccles，J. C.の誘うようにノイ口ンの

活動の不応期をしめし，これが過ぎてから本格的な発射

がなり立つのだから， 1ωOcυ/s開ec程度のB反Z復という
あLい、，刺戟が強くなると相対不応期の発射がj教大するこ

とになり，速波の現象理解にもかなう。このような論理

は，シナプス後策位にも樹状突起電伎にもそれぞれのし

かたで成立ちうるのである。本体論はともかくとして，

ここで自発性律動が，皮質活動の望葬儀状態を指示するこ

とは，おおむね妥当と認めてよいと思う o

刺戟情報の連続は，多くの回路の通過を利用して処理さ

れることになる。この時間動作の効率を高めるためには，

凶路のオン・オフが律動化して，回路を次の瞬間，別の

処理通過をなしうるように調整しなければならぬ。これ

には一定の刻時装置が必要きであり，それとともにいちど

はコ γデンサーのように，情報を貯留し，次に耳支出して適

当な凶i絡をとおし，一定の情報に結合してゆく機構を必

望書とする。これは，ゲート作用 CGating)のひとつであ

る。アルフア・リズムは，刺殺情報の結合過程における

ゲート作用の発現とみなすならば，律l!iIJのqニ1心が連合性

の領域，とくに投射領域にちかい，連合区域にあること

は，理論的にも嬰請しうるところである。 (Wiener，N. 

1961) 

皮質律動の歩調とりの機1bUとして，皮質下の機機，と

くに主党床部伎の総胞の集合を想定することができる O

(Bremer， F. 1949) 

くアルファ波書草〉

アノレブア波群には， 後頭部を中心とする 8~13c/sec 

の律動のほかに， Gastaut， H.たちの記載した μrhythm

(le rythme rolandique en arceau， wicket rhythm)， 

Laugier， H.と Lieberson，W. T. (1937)， Kennedy， J. 

したち (1949)による Kappawaveが所属する。

いずれも頭皮上誘導に比して皮質からの直接導出によ

る脳波は，とくに，頭蓋によって高い胤波数のリズムが

除去されやすいため，迷波成分が主主富であり，プノレブア

淡を含めて全ての波がj教大し，鋭くなり，娠中話は渇くな

る。しかし，皮質霞図と頭皮上誘導とは，根本的な相途

は存在しない。頭皮上 皮質主主区IJ二のアノレブア波は，迷

統双桜毒事出で記録すると，多くは皮質の深層，あるいは

自主主の表慢で佼棺を逆転し，点質に深く入ると急、速に振

輔が減少するという。主詳事長導出をするとやや大きい振総

の記録がえられるがやはり自主主部のものは，表}替活動の

波及とされ，視床からも皮質より小さい振綴のアノレブア

アノレブア・リズムはホメオステイシス的機昔話iの表示の 波が導出されるが，皮祭アノレブア波との位相関係は，必

性質をもつこととともに，知覚準備状態の機能ももっこ ずしも筏接しないといわれる。(大熊輝雄， 1954， 1964) 

とは，刺戟の走査メカニユズム Scanningmechanismの思 いちおう綴皮上毒事上位のアノレブア波は，皮質表層部に近

考とも，一言語では一致する。 いところを場とするノイロン群の集合活動とみなしうる

見事j戟に対して，投射皮質のノイロンの迷絡を準備し到 のである。頭皮上のアノレプア波の平均援縞分布を検索す

達した刺戟過程の総合的処潔ーシナプス促通をおこな ると後頭部に燥の惣形にひろがる局面，および中心溶か

うのである。 ら後にかけて振幅の高い部分が認められ，これは，いち

皮質が一定の活動状態にあって，処理すべき車tl戦をな おう皮質構造の性質から予想、しうるところと認められ

おうけとらないでいるときは，連合性の領域を中心とし る。(本川弘一， 1949) 

た走査掃引は，定常の反復活動をたどり，これは河期し

たアノレブア・リズムとなってあらわれる O ミュ一波は，中心溝 皮質遂動領附近にみられる 7~

ノイロン回路が，単純な処理能をもっとすれば復雑な 13 c/secのアーチ形のワズムで国有受谷性刺戟に選択的

-54 -



学習の基礎機構

に反応する。この抑制Uit.実際の行動よりも，筋主主凶よ

もり1ftくあらわれる。反射運動のばあいは，運動の反対

側頭部により著明である。運動への潜持は，通常かなり

長く偶人の反応特性によるが. 300~800 msecがふつう

である。(昭和40年度笑験〕

カッパー波は側頭から官tr至高にかかる部分を中心とする
6~12 c/secの波で路加算や雄理のような知的遂動の間

に出現するとされるo とくに路加算を連続しているとき

振幅と出現率が徐々に増大するという。 (Armington，J. 

C. and R. M. Chapman 1959)概念作業が，僚接にカ

ツパ一波を誘導するとすることには，なお，基本的な疑

いが残る。むしろ紙念作業は，この領域のカッパ一波抑

制を解徐する，なにかの過穏に結合しているのではない

かと推定するべきである。概念作業による抑制の解徐と

いう想定はアノレブ 7波若手が基本的にもつ共通の特性を示

唆しより論環的に整合する o 概念作業と直接結びつけ

るのが適当でない託拠は多い。このことは後頭部アノレブ

アと知的作業との関係にもあてはJまる o (Glass， A. 

1964) 

ミュ一波もカッパー波も問者ともに光刺戟への反応の

復接的関連はないようにみえる。光東j戟によって両者が

抑制されることは，きわめて多く生ずるが光刺戟にたい

して，全身的な反応を必要としなくなると，持者の河期

性は橋大し，出現率は高くなる。光刺戟の性質を変え後

頭部アノレブア淡の慣れを破壊してもこれらの律動が失わ

れないですむ試行をつくりうるのである。そして光刺戟

を一定にしておき，スイッチ操作のような筋の随意活動

を求めると後頭部アノレブア波は，そのまま持続するにか

かわらず， ミュ一波は阻止されるのである。(昭和40年

度実験)

アルファ波様の律動をおこしながら光刺戟と必ずしも

i直接の対応をしない振舞をもっ経過は，後知覚条件を厳

密に操作するに従いより頻繁に資料のなかに認めうるよ

うになる見込みがある。カッパ一波， ミュー波，後頭部

アノレブア波のみでなく一定の活動との規則的対応をもっ

アルプ 7波群は，ほかにも，存在する可能性は， ト分推

定できる。視覚的活動との関係の存在に疑いをききする所

見も数多いが (Darrow，C. W. 1947， Mundy.Castle， 

ん C.1957) これらの知見の一部は， 振舞特性の災:な

るアノレブ 7波群の概念によって解釈しなおすと，ひとつ

の理論で統一しうるものとなると息われる。

後頭部アノレアア波は. Berger， H. (1929~ 1936)が，

党躍し安静なヒトの関阪によって阻止され開設によって

出現するワズムとして提出して以来，光刺戟との対応が

設もよく検索された脳波の領域で、ある。

Adrian， E. D.とMathews，B. H. C. (1934)はアノレブ

ァ淡を抑制するのは光刺戟そのものではなく光刺戟のあ

り方への注意作用に基くとしt.:.o (Adrian， E. D. 1947) 

乳自等質視野では条件を統制すれば，光主主が大きくとも，

関日時とi河様のアノレファ波を賦活することができ，同形

刺戟をもちいて，反復刺戟をおこなうと，アノレブア波は，

慣れによって再び出現して，振幅も徐々に高くなる。(森

二三男. 1965) (昭和39年度実験〉

暗室中において意志的にみようと努力すると光刺戟な

しにアノレブア波の阻止がおきる (Loomiset al. 1936)と

いう知見があるが，諸君j戟の全く存設しない視野において

視覚努力のみで，阻11二しうるかには，疑いが残る。厳格

に光を統制し，しかも，内部光などの条件も考慮にいれ

ると，純粋な注意だけで，アノレブア波の~IlIH玄関重量と認

められる。

アノレブア波が，抑制をうけるとき速いベータ波 (β

wave)が支配する O しかし波形分析をおこなうと速波支

配期にも，アノレブア波は多少混入し，アノレブア波の支配

する時期においても，アノレファ波にともなって，ベータ

波が存在することが認められる。(昭和39年度実験〉ベ

ータ波は不規則な波形をとるが若i二の成分を分析するこ

とができる。ベータ Iは，皮質活動中に抑制され，しば

しばアノレブア波の構成部分と調和する O ベータ IIは，皮

質活動中，増大し，これは，生体の内部，外部から送り

込まれた輿笈パタンの分析のための皮質領の走査による

求心活動の促通と集中を表示すると見込むことができる

部分。1undy.Castle，1957)である。抑制せどうける 8波

は， アノレブア波の律動の照応する潟波数をとりやすく，

アノレアア波の一定のあり方Aとして推量することも可能で、

あろう。

確かに，一定の筋運動により皮質部伎のベータ波の限

止するケースは存複するが，今日の計器の特性からは，迷

波の振舞を一般的に意味づけるのは，なお困難でアノレブ

ァ波の限11::という表示以上の積極的な意、味を，速波は未

だもつことができないのである O

くアルファリズムの諸特性〉

アノレブ 7波の振麟， 出演ネ， 周期の{関人去をについて，

Davis， H.と Davis，P. (1936)は. 7μV以上の振幅の

アノレブア波が3倒以上持続する時間を，全記録時で除し

百分率で表わす，アノレブ 7波百分率 percenttime alpha 

の方法を提隠し， 50%以上のアノレアァ波分布をもっ型55
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%.25%以下のアノレブ 7i皮分布の型は.25%. IE常成人

中にあることを示した。これはアルファ波をひきおこす

計測時の条約二にも左右されるが，とくに大学内の「志願

者」を中心として構成した当教室の被験者群にあって

は，アルファ波の高水準での保有者が多く，実験の一区

間の 100名中 Davisたちの percent-timealphaより

もはるかに厳滋な 30μV以上の援隔をもっアノレブア波

が50%以上分布する裂が75名程度認められた。これは，

実験室の，刺戟統制条件(滋皮，湿度，音務，振動，光

の条件がほぼ一定)Iこも依存するがアノレブア波の裁が行

動特性，人格特性と有機的関連がありうることを暗示し

よう O

アノレブア・リズムは，心的行動の成熟によって7防火L，

老化によって振械を減ずる。 8歳以下の子供にも，脳波

分析によると，主成分の‘ンータ波 (IJwave).デノレタ波

(δwave)とともにアノレブァ波の成分が認められるu ア

ノレブア・リズムは年齢とともに比率をj殺し.16~20 歳の

範聞で成人化するのがふつうである。幼児のプノレブア波

の成分は必ずし，も，視覚車u戦にたし、する反応をしめさな
い。アルファ波が視覚刺ij[Itと一定のかかわりをもつのは，

3~4 歳以後である。

Jeavons. P. M. (1964)は.192名の官児の60%がア

ノレブア波合欠き，アノレブア波が認められた災児は，おお

むね生後3ヶ月以後になってからEぎとなった子供に限ら

れる傾向を報告した。アノレブア波は 3~4 歳の成熟なま

たないと光東~，裁との綴織的対応はしないが，アノレブア淡

の発達そのものは，早期の視覚学脅に依存してし、ると予

想、することができるかもしれない。

主主主公 主立たちは(1963).1歳から.10歳の子供の発達

をアノレブア百分率を用いて，身長， E兵問，運動能，知能，

生活年齢の各i息子ーとの相関電ピ検討， アノレブア波が設も'術

援に平行ーして発迷する機能は，知能であるとした。しか

し，これらの給関を夜定する報告も多く，人格，知能と

の結合は関接的であることを示唆する。おそらくより高

い相関をもっ，基本的閤子が存在し，知能との現実的相

関をあらしめているのである。

正予言者の視野を等質にし，耽~，触覚などをできるかぎ

り，安静にした知覚遮控訴 (Sensory-isolation)状況ではア

ノレブア波の帯域がより遅い方へ移行し徐波(デルタ波)

成分が増加する。(Heron，W. et al. 1956)何一視野に長

時間関線しアノレブア波が持続しているときでもくぼんや

りした〉という体験時には，短時間， 徐波が支配する。

(昭和年39度実験)アノレブア波は，高い覚醒水準の産物

であり，かっ指標なので、ある O

坐禅，ヨ…ガの体験時における脳波記録は，特異なア

ノレブア波の推移をしめし，環境との特有な関係における

心的過程を例5をしている。笠松意，島閣安維(1957)

の報告するー修行者は，得定にいると数分で、プノレブア波

は賦活しはじめ17分30秒で関根にもかかわらずきれい

なアノレブァ波の主主続がみられた。ヨーガの精神統一にあ

ってもー修行者は， 8分30秒でアノレプ 7淡の連続を認め

たのこのアノレブア波は，料戟によって中断し，刺戦後ふ

たたび、持続するがクリックT去にたし、するアノレブァ波抑制

は殆んどおこらない。体験仁村主，料絞への Startlere伊

ponseがつねに新鮮で慣れが少ないひこのあり方は，綴

眠時‘のボリグラフ記線でゆ1]iliJ(反復にたし、する慣れがむし

ろ生じ難いとする匁l兇(熊沢学長Rたち.1964)と通ずる ο
これに反し未熟者は迷波の時期が長く関l民中はアノレブ 7

主主は出現し難く， プノレアァ波が再現しはじめると，東日戟

で始めは抑制するが車IJ戦が反復するとやがて煉れて反応

が生じなくなる。 1!13十年以上の修行際の高偽 (55歳)は

(不弁'11:li1t1960)神定詰ijの脳波は通常の関目良時のl拭j舌波

型(迷波)であるが， tl:手定後 50秒ですでにかなり波紋

して， 11 ~ 12 c/sec 50/lVのアノレブァ波が頭取部に出現

し速いアノレブ 7波情j或に 100μV. おそいアノレブア波

帯域に 50μVの強い増強がおこり， 2分後ではi震い帯域

に，より増強が進みその後の経路はアノレブア波の周期延

長→ aburst →sharp aの出現→8波の出現と進む。刊そ

禅正与における 8波{僚にまでいたる徐波化と慣れの不足は

特徴的な事実で心が外EI9刺戟に拠われず1Wi心に推移する

三三味の境地と対応;しその鎮静の程度は，議礎的なiJ話機

能の変化をも暗示すると想定されている O

視党性幻覚斉IJ.たとえばメスカリン投与は，薬物自体

の多様なれ"-f有機序によりj島平誌が多岐にわたるので解釈は

一義的にはおこないえないが，幻覚発現時には，アノレブ

ァ波の抑制!が認められ薬物対j栄の特別全般に速波の傾向

がつよいとされる o (Chweitzer. A， Geblewicz. E. et 

Liberson， W. 1936) 

LSD25 は，激烈な;悦党兵常をひきおこすが.(高~'皆慾

I1J. 1960)アルファ波低下傾向が認められ，説的体験が

アノレア 7波の抑制主主強化するという記載は，多数存在す

る。ウサギの脳波について LSD"は大脳全域，とくに視

床非特殊被 皮質系および小脳網様体一皮質系の活動を

たかめ，一方知覚系にたいしては，不均衡な機能状態を

つくりだすといわれる。 CiJ)1I沢義博.1960)知覚遮断中の
正常者には，条件により幻覚，喜多様体験が発生するがこ

の心因性幻覚時とほぼ一致して迷波が支配するという報

告が存在する。 (Zubek.J. P. and G. Welch 1963) 

これに反して，モノレヒネ場書籍者にあっては， アノレブア

指数が正常者に比して著しく高く. 80~100%におよぶ。
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習慣性モルヒネ中毒者でなくとも， モノレヒネ服用時は， 以下の論議についてはくアルファ波〉は後頭部アルブア

使用しないときよりもアノレブア波の周波数が約 1c/sec 波を表わしくアノレブア活動><アノレブア波書半〉は， 8~13 

遅い方へ移行するといわれる。禁断主主状における強迫時 c/secの脳波の連続活動をふくむ一般のアノレブ 7 ・ワズ

でもアノレブア波の持続が高いことは，モノレヒネ中若手3告が ムをしめす。後者にはミュー波，カッパ一波も含まれる。

環境車u戟にたいして無関心な態度をとることに照応する
が，解釈はやはり多義的であろう。(大熊輝雄， 1964) 第3章 視知覚の課題解決機構

森隆状態，とくに延髄一橋障害の Comaでは，アノレプ アノレファ波の阻止々もたらすのは，心的活動一般では

7波が小さい振阪ではあるが持続し，感覚刺戟には反応 なく ，.9iることであり，さらに見ること一般が，アノレフ

しないことがおこる。網様体の傷害をうけない部位が皮 ァ波の組止するのではなく，阻止にかかわるのはー定の

質と関目前に一定水撲のトーヌスを維持するのには役だっ 性質をもっ見る働きなので、ある。

ているが，求心性ィ γフツレスは遮断されているため刺殺 見はじめたころは，アノレプア波の抑制していた見る働

に無反応なことに基づくのであろう。 (Bremer，1957)こ きも時間総過とともに，阻止をもたらさなくなる。とき

の延髄性Comaに持続するアノレファ波は，ラディカノレな として限止を長くひきおこすく見るf動き〉もあるし，き

感覚遮控訴の機序と一院において類似するものであるつ わめて迷やかにアノレブア波が同3羽化することもある。

卑近な言いまわしをすれば見ることの熱心さがアノレブ

作業仮説の設定 7波をよく随1とするのである。すでに述べた視覚の言語過

程を中心とする無数の機能の積極的な結合活動がこれな

以上の知見をもとにして，暫定的に，次のような作業 のである。よく見ることは，各人のもつ自の dμ吋を

仮説を定めることが適当と認める。もちろん，現在の証 尽くすことにほかならない。あきらかに刺戟投射は，投

拠からは，仮定にとどまるが仮定的に前提しながらより 射によって先ず一般的な拡散的一集中的な視'党系の集合

複雑な心理現象の事笑の解析に役立て，そこから仮定率 的活動を怒起する。この集合的緊張は，刺戟のつよさに

項についての補強の資料をうることを目的とするもので よるが，必ずしも事j戟の物理的なつよさではなく，祝党

ある。 系の対象把援の各活動が，構成し，調整し，再構成した

活動の総監の函数として定まる。一般にアノレファ波の駆

仮説 1.後頭部アルファ波は，定常化した様知覚活動 LI::はおの &pe ，，~ の集合的な賦活の潟さに従うのである。

の指標である。 刺戟への志向性の鋭敏な変化と緊張の特性は，生物の進

イヒの過程で環境との調撃のもとに形成した性質である。

系 1. アルファ波は，一定の系の活動水準を表示し， 環境刺戟が，生活体にとって生存の課題として現われ，

ポテンシャJL-なトーヌスの持続を指示する。 この解決過総において生存の仕組みに応じて生活体の反

すなわち持続的な闇値下インプルスにより機 応が推移し，適応のひとつの部分的過程としての視知覚

持される3jZ衡過程である。 活動自体も，転化することによって，志向と緊張の特性

系 2. アルファ波{ま，非定常活動にたいする準備状

態を指示する。

定義 1.定常 (Sta量ionary)とは，系内の恨常性維持

活動 (Homeostaticacl:ivity)の支配の成立

をいう。

定義 2.~ド定常とは，その支配の失われることであり，

事態は， トーヌスの変化として記述しうる。

定義 3. トーヌスの状態は，一種のスカラ震であると

想定守る。

を生じてきたものであるはずである。

くそのー〉見えるという事実の構成

見る働きによってっくり出される活動の領域を見えの

役界とすると，この現象の因子として外的な~られる対

象と内的な~る働きに分けることができる。事実的な~

えの世界は，生物的な活動過程が担うのであるからいち

おうこれを外的なものと内的なもののく関係〉が見えの

tlf:界をきめるとみなすので、ある η 向者のくかかわり合い〉

の強さの性質に緊張という名をどあたえることにしたい。

視知覚の緊張は刺戟の性質に応ずる受谷のありかた，

すなわち末梢から中枢にいたる，諸過程の各活動性に特
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有な緊張特性に従う。これは準備状態に応じて投射イ γ

プノレスの量と質とを定めるのであり，それらの活動性は

おのおののシステムの間有の機構にもとづく。

後知覚の緊張は，活動系の複合的なフィード・パッグ

系にも由来する。投射活動向身の再調整に由来する緊張

は，広いc1iffusalな興奮のレベノレをつくる。さらに von

Holstの Reafferenz論に例示されるよろな求心遠心

投射の複合系は未だ確定的ではないがおそらく一定の緊

張効果をもつであろう。

視知覚の緊張は，待機し，誘発する生活体の広範な反

応系の活動状態によっても規定される。全体反応につな

たりうるのだが，注意し感受する諮過程との対応のうえ

で実効の度合いが定まるのである。

見詰j幸先的である要件は束。戦が新奇な性質， 変化の性質，

対比の性質をもっとき，そして刺戟が生活体にとって意

味のある性質をもつことである。刺戟が意味をもつこと

は，生活体の行動を解発する rele出 erの性質があること

であるが，視知覚の局部については意味よりむしろ新奇

な刺戟，変化する刺戟，対比的刺戟という現象の構造性

を，とくに視知覚の活動，緊張を誘発する過程に即して

分析する必要がある。

がって定まる。知覚を賦活する内部条件によって知覚が 一定の活動水封書に達した祝知覚活動において，刺戟の

活発化するとともに，知覚が活動することによって賦活 つよさ，新奇さ，変化，対比に応ずる注意作用は，刺戟

条件も高まるのである。 へのくおどろき〉く好奇心〉く興味〉く探索〉としてあらわ

簡単な光刺戟への投射領の興奮最とみられる皮質の集

合誘発電佼もこれらの磁数である。視覚弁別作業が;長く

なると，活動量は，各活動系において低l'し，反応は統

制を一様化し，誘発する反応の諸過程は定型化する。こ

れと対応して誘発電伎の平均振幅は低下し，弁別の誤答

率の増大と反比例する。集合的興議;盤そのものの低下が

郷示されているのである。 (Haicler，M. et al. 1964) 

JiilJ戦のつよさは末檎の限定の範罰で選択をうけ，生物

的特性に応ずるものであり，刺殺設の少ない‘影のよう

な働き'も網膜周辺部へ投射される限り，高い努主張と結

合するのである。一般に刺戟構成は，構成要素の盆と質

に応じ，それらの布霞F持性によって定まる。ゆえに視覚活

動の必要最は，ひとつには，刺戦構造の冗長度 (reclun-

c1ancy)と対応する。定交度の高い布鐙は‘一般に'緊張

性を喚起する程度が高い。対象図形が規則性，調和性，

慎れた図柄性をもっときよりも，不規制性，不調和性，

不慣れのもののほうが，アノレブァ波の阪|上が有意に高い。

(昭和39年度実験)

緊張的な視覚t辻界をつくる‘内から'の作用をく注主主〉
とし， 外的な関係の仕方をく束。戟的なこと〉とすると，

間作用の相互関係が，多様な視知覚の緊張性をつくりだ

すのである。

刺戟関{複の範闘に入った刺戟は， く見事i戟的〉であるた

めには，高次の資絡要件ーを必要とする。刺戟の特性はt主

主主条件にささえられている。刺戟のもつ強い刺戟性は，

刺戦最の強さとして論初に記述したように波長特性，投

射光E量子の最のような刺戟の絶対量，構造の複雑度と

応ずるとともに感受の順応水準，先行刺戟の性質.蚤の

各凶子とかかわる。 期j戟をもっ強度は確かに‘刺戟的'

される。このような視覚の対象条件，主体条件の現象分

析によって一般に刺戟が干見知覚にとって刺戟i肢を増加す

る共通な特性は.<差異あること>c1i妊erenceであると規

定することができる。事象における慣れの破綻，すなわ

ち見えの確定構造からの偏差が主因なのである。

環境適応過程においてヒトの内部，そして外部の相友

依存の有機的関係のなかの微細な変化に応じて検出され

た差奨にたし、する反応が，東j戟的なことと注意作用を共

通ずる関子であるG

おどろき，好奇，興味の活動は，潔境との視覚的均衡

としての親しい安定の欠損，慣れの破壊をしめし，刺戟

的であることは，対象を主主呉あるものたらしめた，それ

までは慣れて安定していた有機的関連の仕組みが，関わ

れるべきものとしてあらわになり，活動を要求しはじめ

ることなのである。

東l戟は，心的メカニズムの連絡のプーノレのなかで異物

としてあらわれ，同時に周辺に抑制がおこり，刺戟を!翠

{ヒし刺戟性を強化する。定常性を与えていた心的集合に

生じた歪み，欠落はこのようなそれ自身の刺戟性と，そ

れが喚起した集合の再築合の動きによって，視知覚活動

の緊張状態をつくる。

東j戟的なものは，根本的に差異なので、あり差異の検知l

は刺戟と課題的に交渉することであワ生体のこのi活動

は，基本的には homeostasisの動向に従うのである。

系の動的子持者の変動の一定範簡にある室長奥は般化さ

れ，範関を越える差異には緊張が生ずる。緊張は一般に

zγ ト戸ピーの増加する方向へ活動を推移させる。援苦し

は緊張というあり方としていちおうの均衡状態へむかつ

て，通路のつきしだい活動を誘発するのである。この.tlP

時の， しかも一時的の均衡保持なしには， ~略戦は同一見事j

自 58町
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戦といえども，つねに変化しつつある生体過程と交渉す をもっ以上，対象は反復に堪える範間に限定されること

ることになり，絶えざる変化の拡大をうみだすことにな になるのである。

ろう。事実的な生体過程は，より少ない変化をもつので

ある。差異への反応は一般的に差異消失として定常性の

一時的な依復を招来するとみなすことができる。

しかし定常復帰の動的過程は，根本的にはなんらかの

メカニズム自体の変化を招く。視的機構は見えの世界を

カ動的に造りだすことによって見る働きのメカエズムを

つくりかえるのである

く視覚活動の緊張水準の様相〉

内的活動牲と外的刺戟性が，阪数的に慣れや興味の強

さ，見ることの切実さ，熱心さを定める関係の穏度に従

い，若干の視覚状況を分類することができる。差異検出

と生体内の認知活動の統合水準とは対応しており，その

差異検出特性の低い視覚条件は，特有のく異常な〉活動

1肢をあらわしやすい。それらは， く通常の〉視覚にも随
差異の検知は恐れ，不安，歓びなどのいろいろの情調 伴しうる性質なのであるから特に若子の点について検討

に染められるが室長奥の検出は，必ずしも病理的現象では しておくことを要する。

なく生活体のもつ内外均衡の拡大， 再調整なのである。

健常なヒトは，単調視野に脅しみ，車IJ戟の適度の変化を 1) 心的活動水準

警ぶ。 入奴持，麻瞬時，意識混i均時寺のように，賦活水準その

視覚世界は，そのまま主義異検出の発動の過程なのでは

もちろんなく，むしろ4慣れたものに依拠し，安定した仕

事をおこなう活動機構が慕礎に存する。しかしこの活動

機構がより高次の活動状態に入り緊張状態をつくるの

は，安定がおびやかされたとき，郎ち，差異の検出には

じまるのである。

差異の性質が単に珍かなるもの，稀なるものにのみ，

現われるとしてはならなし、。去を奥は，物慣れたもの熟知

したものにこそ深くあらわれるのであるつ

差異を検知する主主識があるとしてはならない。差異の

検出は，意識tどして意識たらしめるものなのであって意

識してなすところにとどまらないのであるの

注意作用の末梢性の，おもな表示は， a良球運動の記録
であり，中桜性のおもな表示は，後頭部アノレファ波の同

期性の推移である。

末梢性の活動単位， [盛孔反射，光感受性の変化，網膜

電i加工一般に刺戟選択性が，より乏しく，皮!脅電気反射，

末梢i怠管の収縮，頭部血管の拡大の反射，筋電図，心電

図， Ltf誇表層微動 (Minortremor)は，祝知覚の構成の

微細な変化の特異性が少ない。誘発加算法によるノイロ

ン集合の電位変化として，集合誘発反応は見えの構造

に特奥性をもち，形体の複雑性，信号性が高いときは，

より大きな誘発反応をうる。(Chapman，R. M. 1965)あ

るいは，視知覚の処理特性，たとえば，知能の隠さとの

有意の対応がある (Chalke，F. C. R. ancl Evt¥e， J. 1965) 

等の多くの報告がある。しかしなお今日では，誘発言E

伎が，多数反応の加算掃引によってえられる狽IJ示の性質

ものが低下し，車!1j戟関{穫は上昇し見えの世界は縮小し;設

的とともに，質的に歪みを生ずる。化学物質の作用は，

とくに神経系にたいする特異的な選択性がなくとも健常

な活動水準における視覚性質の単純な低下をきたすだけ

ではなく，異常な活動を励起する。全体との脈絡のもと

に体制化した事象が統合水準の低下により，全体からの

統制を失し，孤立化するのがひとつの規出である O

活動低下とともにアルブ 7波の持続は短く間島史的でよ

り不安定な，よりゆっくりした周期のリズムへ移行する。

徐波の引続く活動水準で、あって稀に受動的な視覚がおこ

ると(対象認知にいたらないのがふつうである)一般的

活動水準の上昇としてむしろアノレブァ波が復帰すること

が認められる。テンカン発作の過同期においては，一定

の過程が心的活動を支配する。

低下した活動水準においては，主義奥の検出という活動

の紘大性の機能は失われ，定常性の高いものに鏑傍がお

こる傾向がある。反復図形，単調刺車えがくりかえし感受

され，倦むことを知らなし、。これは，問ーの刺戟に生活

体の交代する反応を生ずる病理過穏とひとしく，視知覚

の硬化をあらわずの

このt見知覚の，常問主主は，意識を構成しているものが

そのもとにおいて議異を検出しているものであることを

示すのである。ゆえに円滑に知覚環境に適応しているも

のでも刺戟の布援がく適当さ〉を越えるとき，主義異の検

出は失われ検出機構そのもののi様害がおこる。意識爽失

がおこるか，しからざれば機械的な反応が誘発する。祝

対象の疎隔 Entfremclungが生ずるのである。対象は生

命的感情をともなわずく映画のように〉椴移する。自ら

口フ民ノ
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が交渉しているとL、う体験をともなわず有様だけが自の

前を過ぎゆくのである。これは知覚防衛のひとつのあり

ブjといえる。

2) 刺戟衰の水準

く問日時の朕険内視野〉 それ自体然刺戟なのではな

いが，ほとんど完全なアルファ波が持続する。日を閉じ

る機構そのもののなかに，無数の条件づけによるアノレブ

ア波の斌活メカニズムが含まれているのであろう。問日

という過剰安静化の瞬間にアノレファ波に同調する適当な

フヲッカ-JliiJ戟をあたえると特呉な幻覚が生ずるとの知

見がある。 (Walter，G. 1953)これは，阪織を閉じる瞬

間に一定の心的体制の転換がおこることを示唆し.I境目

中の心的過程にともなう，アノレブア波の持続が刺戟設の

低減というような23的変化のみでなく，条件づけの如き

あり方で， Je.る態度の質的な変換をひきおこしているこ

とがわかる。

阪球は開i阪中にも運動するがゆっくりした動揺がふつ

うで，急、迷な運動は阪験p'ヨで、の事実的か心像的かの視覚

活動と対応することが多いη プノレブア波は，速い|恨球遂

動のときも，一般には抑制されなし、。定常化したアノレブ

ア波は，一定の増大，衰退 (Waxingand waning)をく

りかえす。土屋減波動の発生機序はなお明らかではないが

この視覚状態は，襟準的な定常態である c

く務然観野〉 対象性をもたぬ環境として捉えられて

いる限り祝知覚活動の緊張性は低く，問自時とひとしい

か，ときとしては，問自時以とのアノレファ波の出現をみ

る。しかし暗黒が対象性をj脅しとくに信号イとしたときに

は，暗黒化とともにアルファ波は限止し後党緊張は上芥

する。網膜と皮質のノイロ γのオフ単位は抑制ノイロン

として絡黒情報と対応するとする窓見もありうるが)蕊味

する処はなお疑いが多い。

く等質視野〉 視野の分節なく対象性が乏しい性質に

関しては，光作用の加わった隣視野といえる。光設は大

きくとも慣れをおこしやすし、。視野に図一地の分化がな

いことは，課題性がないことと受取られる。通常の刺戟

は図柄として課題性をもつからで、ある。アノレアア淡の出

現の潜持は絞く頻度は高い。とくに諜題東j戟を提示した

直後の時期合等質視野とすると残像消失後では関1:3時と

ひとしいアノレブ 7波の同期化をきたす。 く言果題性が消失

した〉とL、う視覚状態が，等質視野においては，ニニ震に

強化されるのである。(昭和39年度実験〕

一様の色彩光の等質視野は，やがて色彩感を失うから

緊張度はほぼひとしし、ものとなる。しかし，色彩変機に

よる，等賞視野の視覚特性は，形体視と色彩視の視覚緊

張性の比較の実験条件となりうるもので検討すべき問題

であるの

く悶一地分凝の視野〉

く不安定視野〉 自動運動を誘発する過程は刺戟設の

多少にかかわらず緊張度は高い。これは自動運動自体が

強い凝視に依存するからであろう。しかし微少な刺戟を

く気にしなし、〉でいることは容易であり，自動遂動がよく

起るようになるとアルブア波の恢復が認められる。(昭

和39年度実験)

しかし，一般に自動運動を惹起しうる注視の緊張度は

対象の刺戟最にかかわらず一定のアルファ波阻止の水準

を必要とする。自動運動はく踏示〉によって遂動があた

えられるが，このときは，アノレブ 7波定常化が増大する傾

向がややみとめられる。ただし詰F拠資料は，多くはない。

く等質構造視野〉 規則的な紋係，網悶，陰影などで

構成される対象性の乏しい視野は等質構造の部分が遊

離，融合し，図柄化したり，自訪日が動揺したち，色彩感覚

が発生したりすることがある。 プノレブァ波の ~11.J1ネは，

等質視野に比して有意に高い。慣れをおこした後は，ひ

としい水準に近ずくが中断率は高い。(昭和38年度実験)

錯祝，幻説の発生とアノレファ波の関主主は，等質機造視

野におし、て幻覚発生の資料が未だ乏しく，否定めることが

できない。 (Cf.Solomon， P. et al. 19(1) 

く対象構造視野〉 構造が分化し，任意の部位が期j戟

として対象性をもちうる通常条件の視野においては，限

球運動は 50~200m/ secの{停弱をともないながら，活

発に活動する。;視覚緊張は，時間経過をもち，視野にお

けるI手数，複数の見方で走査をおこない，刺戟に綴題性

が消失すると運動は低…j干し視野の刺戟布置はくおに映る〉

だけになる。阪球運動は，必ずしもつねにアノレブ 7波の

組11::..発現と一致するわけではない。末機性反射活動と

中村正性活動との相違を認めることができる。より未檎的

な光感受性，たとえば臆孔反射はより少く慣れの影響を

うける。

アノレブア波の賦活は，末梢性活動の慣れより，時間的

に平く生じ中紙における定常性の依復の性質を示唆す

るo その後も絞まま運動は活動するが，よりゆるやかにな

るのがふつうであり，やがてある程度の遅れのもとで安

定する。
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一般に規則投の高い対象や視野は，より不規則な対象

や視野よりも談題性が高くアノレブ 7波の阻止率も高いが

対象が一定の水準を越えて過度に規則的のときは，むし

ろ課題性は低下することがおこる。刺戟の冗f毛皮の高さ

はそれだけでは必ずしも課題性と一致するとは限らな

い。(1沼初39年度実験)

視覚以外の知覚や抽象的思考，運動に注意作用が集中

しているときは，切らかに説全目覚緊張のレベノレは低下し

アルファ波は後政部に斌活ずるのこれは鰐様系の輿警護制

il二の選択的機制に従うっ心的緊張は一般として後頭部ア

ノレブァ波と関係するのではなく，従来の想定よりも，後

頭部アルファ波の抑制j 賦iifiは特殊的有機的な関係を心

的機能との罰にもつことを証拠づけることができる。(昭

和40年度実験〕

〈そのこ〉視知覚の差異検出機構

差異検出にともない視覚活動の緊張が上弁ずるのは，

一罰では活動力を支えている結合に歪みを生じたことで

あり，時間構造としてみれば反応活動の徴税約系列の時

間関係の変化とみなすことができょうの脳波は，とくに

よく反応接続の時系列変化を反映するものである O

しかし時間経過の変化は，知覚にあっては無数の複雑

な因子でなりたつにせよ，そのつどすべてのありかたが

決定されているわけである。車IJ戟に差異'J，i:検出した後，

主義兵解決のためどんな操作をして知覚するとよL、かなど

とつおいつすることはありえない。活動の進行は活動し

てきた過程と場の条件によってきまる。白痴性の高い思

考とは異なるところである。

差異の検出は比絞的短い経過をたどる。視知覚は，長

い持続をもち視野にある外界はきれまなく感受され，投

射されているのが常なのだから，視知覚は差異を検出す

る活i震な活動の部分と対象を安定した仕方で受容する務

誘いた活動の部分が存在する。これは単一のノイロ γの

発射のスパイクと，その後'道佼after騨potentialの振舞に，

一部似ていることがわかる。

視知覚の過程は，阿部分の交代する持統した活動であ

る。これは，多数のノイ Pンの誘発泡位の王子;均加算に認

められるスパイクとその後の正負の波動の過程に対応す

る。単一の刺戟が発する集合i伎の誘発波動は 1000msec 

程度持続することが認められるが事実的な視知覚はこの

複令的な過程であって，交代は必ずしもま見刻的ではなく，

刺戟反}応成分は，設意喚起，定佼反射 (orientingreflex) 

の機制，刺戟による興奮の安定成分は定常化過稼，慣れ

(habituation， adaptation)の機制をふくむ。

定常化過程は差異検出後の活動として差異を解決し，

一定の定常状態を生ずるメカニズムであり，この心理学

的機織に働くま号 i二の因子は適当な構成概念を必要とす

る。

図式結合 (Schematicconjunction)という概念をここ

では定立する。図式結合は，連合の働きを表示する概念

である。知覚においては連合は可変的でなく可逆的では

もちろんないのだから過程の性質に従って機構閉そして

機諮問の連接をおこない，決定的なるゆえに選択的な一

定の過稼の成立の契機となり，連絡する特性に，この名

をあたえるのであるn

関式概念はすでに Kant，Bergsonが認識の領域で

Head， Schilderが神経活動の領域で， Bartlett， Piaget 

が心理の領域で用いている。本論文の図式概念はこれら

の相互に異なる学者逮の用例ともまたきわめて異なるに

もかかわらず向一用語を固執するのは，ひとつには，こ

れらの稜々の定義がひそかに共有している慕本的な在り

方をふくみ，より基礎的な在り方で再構成するところに

あるつ

〈おどろきと定位皮射〉

おどろきによって，ヒトは，祝知覚の緊張状態にいわ

ば‘引込まれる'。 必ずしも視知覚の始めにつねにおど

ろきがあるのではなく，おどろきのない緊張も，視覚途中

に生ずるおどろきもあるし，おどろきが視知覚を消失さ

せることもありうるが，おどろきは慣れの破壊の原初的

な体験であろう。生活体は，現実との調和的つながりを

失い，落穏をなくする。

この突発性 emergentの不安状態は，情報構成過程の

一時的障害を意味しょう。この直後，刺戟走査活動が突

発的な放散'J，i:依復するために，急激に高度の賦活状態に

入る。注意作用を喚起するのである。

びっくりすることは，体験的にも明言E的で現象分析に

適当な素材であろうが，当面，対象を縮少して，おやー

なんだ反射一定位反射の機序として検討しておく。 (~t

お象司， 1965) (Lynn， R. 1966) 

環境ω生活体のおHかな条件によって規定される。 定位反射は，生活体の潔境へのつながりにおける不連

一般に刺較は，投射により全体的な輿欝の拡延をひき 続の発生の党知である。定位反射の発生の燐間は，生活

おこし待問経過とともに，興奮の場の体制化として限局 体の感受領域において刺戟の差異の検出の時期を指示し

し集合構成をなし安定へとむかう。理論上，差異検出の 視覚系に一般的包括的な投射輿苦言の拡延をひきおこした
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被験者を取閉む等質;視野の片隅に刺戟の光設の変化を

おこさずに小さな図形を混入すると網膜の周辺部の輿穫

をヲ!金とし[~球運動をともなう定位反射を解発し，それ

までのアルフ 7波は阻止される。 (Sokolov，1963 a， 196:3 

b)反応は全身的なものであって身体定位， 内臓性反射，

血管反応(末梢血管のi奴織と脳内のJIIl流の増大をふくむ)

P.G.R.の変動とともに頭皮の全部位におけるアルフア

波群の阻止をひきおこす。定位反射は，大脳半球を切除

したイヌにもおこりうる基礎的な反応であるが，高次神

絞系の支配はその発生，解消を統制するのである。

Sokolov (1963 a)は定位反射にともなうのは，米格性

投射の誘発電伎の振幅変化ではなく，中枢性の給与手伝達

の比率の変化であるとするが，誘発'夜位の振艇の変化も

おこることは，誘発加苦手法でしめされている。 (Uttal，

W. R. 1965) 

定位反射は， )jl1J戦の性質，強度について非特異的であ

る。(Sokolov1963 a)主義爽の弁別は，ここでは‘なにか

ちがう'としておこなわれる。そのかぎり反応は原発的

で刺戟の慣れに掠抗するカが強い。定位反射は， )jl1J戟把

捉の末梢性，中枢性活動を高め，賦活水準を上昇させ，注

窓作用を解発するが，弁別が進むと，二次的に誘発され

た反応は，定常化し，定位反射は局所化するにいたる。

全身性の反射の各反応が消失し，アルファ波群のミュー

波が発現し，アノレフ波の阻止J土，後頭僚域に限局するに

いたるのである。 (Sokolov，1963 b) 

被験者に同ーの区[i診を反復して提示すると P.G.R.指

尖脈波は若干の試行で、定常に復帰するがアノレファ波の抑

制は長く持続するのしかし，後頭部アノレブァ波の抑制も

徐々に不規則な勾配をたどりながら綴綴する。

援示直後すなわち料戟変化そのものによるアノレブア波

の阻止はなお残る O 援示直後の後頭部アノレブア波の阻止

が消失するのは，次の条件を必要とする。

1) 主主意水、号室の基本的な低下(なんらかの形で車IJ戟へ

の関係の限定〉

2) 図形変化の常態化(図形変化を，視覚場の一般的

な性質とみとめるにいたること〕

Sokolov (1963 a)は，後頭部アノレブア波の抑制j反応の

消失は濁難で多くのばあい，完全には消失しないと考え

るが“多くのばあい完全には"という点では，同意でき

る。しかし Sokolovの証拠は，すべて課題性を税してい

ない刺軟なのであり，課題性の解消は Sokolovの方式で

ある“反復"のみでうみだしうるのではなく，くり返し

は，必ずしもつねに本来的な緊張の解決になるとは限ら

ない。車lJ戟の課題性の解消には祝知覚の構えの転化を必

要とするのが，本来的なのである。意味のある変化事象

では，系列的に変化する図形のふくむ刺戟パラメータの

特性，系列変化による予期作業の因子などが介入する。

高次の刺戟操作過程に移るのである。このばあい提示図

形の変化に応じた定位反射が生ずるが，反応の限局化t士

一般に反復のときより遅延する。

く注意作用の構成〉

Bi1Iings， M. L. (1914)はヒトに簡をみせて磁の中の

ひとつの部分を注意さ社，注意が動いたとき電鍵を押す

ように求めて，ì主意の定義時間が 100~50∞ msec に分

布し，:¥f均 20∞msecであることを記載した。BiIlingsの
‘注意'とは行動表示としては，注視をさすのである。限

球選動の注視持続は50msec~200 msecであるからピリ

γグス氏のなごやかな実験の教える注意は，かなり大き

な集合活動なのであるのにもかかわらず，事'Cたとして働

く彼女日党の持続のなかでは，なお短い時間に過ぎない。

注窓作用とはどリジグス氏のいう注意、の転換つまり刺

戟イ γブツレスの選択的強化合急速に継続的に安定して操

縦し，一定の注意動作の交代の時系列を統制し，祝党印

象の総合をするものでなければならない。注窓の微視的

動機を一定の範聞におさめて，空間構造を，時間関係へ

と燈換するには，活動を統制する系を要する。注主主作用

はこの意味で構え (set)，~霞 (dispositiorのであり，むし

ろ機構が注意;を可能にするのである。もちろん限球運動

は，もともと試行錯誤的なものだろうが，網膜周辺一中

央部の皮質投射は，微妙な分布系をなして限球運動系と

漆絡しているのであり，限球運動は，過剰学習の所産と

して機構化し，注意作用に参与しているのであるの

注意はく知覚的活動の中継性促進)(Central facilita-

tion of perceptual activity)とL、うことができる。(Hebb，

D. O. 1949) 

注:怒が，視点を選択し刺戟受穏に志向的強化をあたえ

るのは n番目の;視点において，それまでの情報にもと

づき n+l番目ないし， n+2…n十3…r汁 nFi番目の視
点についての予期と志向選択をなす必要がある。これは

図式結合系の選択的媒介の特性でもある。絞球遼動の記

録を検討すると，注視はほぼ 1 秒間に 3~1O間程度の移

動をおこない限球はゆるやかな遼動と飛躍性の移動をし

めず。かなり長期にわたる一定点の注視は， 100msec以

η
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学習の基礎機構

多角形な多くの対角線で区切り三角形を数多く作った関

形を提示し，カチカチ音を勘定する試行と点や三角形の

数を勘定する試行を比較すると両者ともに京j戦構成はひ

としいが，聴覚課題のときはアノレブ 7波は賦活して一定

水準以上に達し，視覚謀緩のときは，アノレアァ波は一定

水握手以下に抑制する。(昭和40年度実験)

Jouvet， M. (1957)は，視知覚以外の感受刺戟が視知

覚への注意作用をそらす働きをもっとき，視放線の視覚

反応は低下し，ほとんど消失することを記載した。聴覚

だけでなく， 喫党， 危害容感覚的刺戟への選択的注意は，

皮質表荷の活動とともに，皮質下にも視覚反応の抑制と

して働くのである。

精算は，形象性のゆたかなときは，アノレブ 7波を抑制j

する。これは環境刺戟を算定のずーがかりとし，視覚対象

への特殊的強化がおこなわれるためであろう。事実， fi民

球運動は祝党様の運動をすることが多い。勝第の抽象性

が高いときアノレブア波が同期するのは，環境刺殺にく訴

をやり〉ながら，手がかりとせず，むしろ刺戟対象との

かかわりを抑制すためであろう。

注意作用を強化一抑制する在り方は，末梢の穣々の活

動系にも生じうるもので，注意作用の{動きかたの性質も

j二に透することがある。

注視の長い系列が意味をもって成立するのには，持続

的な緊張を望書する。しかし注意の持続は注視の持続その

ものではない。注視の転換，移動には，注意をしない活

動も混入し注意を散らす関子も絶えず介入している。

このような限局した刺戟処理機構が解発し，注意、の水

準が上外するとき，その要素的反応を，特殊的にしかも

組織的に解発するには紛微な統制連絡者を必要としよ

う。装礎機構として上行性約様賦活系が働き， トーヌス

維持に参与する下部網様系をともなって，強化一抑鎚の

機序で投射興奮を統制し，皮質活動の条件をあたえる。

皮質内のノイロン回路の選択的強化を可能にするに

は，皮笈内，皮質と綿様系を連絡する選択的仲介者一介

在ノイ口ンの役割が必要となるであろう。米だ礁かでは

ないがこの任務に応ずるもののひとつとして Jung，R. 

(1961)の確認した A ノイロ γの役割がある。皮質視覚

鎖域(ネコ)の約50%のノイロンに Jung，R.は刺戟の

皮質投射にさいし特殊性中継核を介する投射には応ずる

ことなく，連合線維，視床内側核からの賦活をうけて発

射することを認めた。ゆえにAノイ pγは，皮質の輿替

水準を認撃する背景安定機能に関与し，ノイロ γ回路の

選択的連結に役立ち，注意の志向を維持する調裳的媒介

者の役割を見込むことができるかもしれない。 Jung，R. 

たちはAノイロンが特殊性視床投射系に働くその他のノ

イロンに効果を仲介し，抑制と促通を強化するとみなし

た。この知見は Hubel心alambosたち (1959)が，ネコ

の穂皮質に獄党刺戟と直接には応答せず，車u戟に注意を

はらう‘payattention'ときにのみ，発書まするノイロン

群を確認、し，注意、単位‘attention'unitと名つ。けたこと

と一致する。

なお証拠に乏しいが，空間的配憶が断続的な注視操作

によって投射興奮の時間的配列に転換しく意味をもっ統

一的知覚像〉になりうるにはノイロン回路の志向的連結

く図式結合〉が必須なのだから，視覚像形成に，介在性の

微細な調整ノイロ γの数と性質が重要な意味をもつこと

は当然で、あろう。

f主3章作用の刺戟処潔の視覚活動系への効架は，選択的

に一定領域の志向性を高め，車IJ戟受容の感度(必ずしも

未納性の鋭敏化のみで、はなしゅりを増大し， Ji1u紋にふく

まれる課題性の精子まをおこなわせるところにある。

カチカチ王手を聴かせながら，被験者の視野に点図形や

それとともに穆々の特牲をもつのである。

く娘主主過程〉

刺軟による投射インフツレスは，視覚系内の各活動環の

包括的な活動と持活動をひきおこし，とくに皮質投射領

を中心にインブqノレスは拡延する興奮の場をうみ出す。こ

の場は，時系列としてエネノレギー配分の変化を生ずる。

体制化の構造は刻々変容するのである。その一部は特殊

集合を形成し，食休場の勾韓日に効果をあたえる。集合の

ひとつのあり方は，図式総合である。ひとつの知覚形象

は，図式結合の複合的な過程なのである。

祝知覚は刺戟を一定の世界の特定のく事象〉として，

意味のある現実的形象として捉えるのだから，多様な刺

戟を意味構造とのつながりのもとで対象化し形象的統一

体としなければならない。

祝知覚は根本的に特定のヒトの活動であり，そのヒト

の行動系，言語系，欲動系を通じてそのヒトの属する康

史社会が浸透して成立した活動の組織で、ある。その限り，

いかなる祝矢口党もそのヒトの偏りをもち，またその限り，

祝知覚の歪みや銭祝もその発生の原君主は，むしろ社会的

現突における，形象への適応の仕組そのものと，その慣

れから発していると想定することもできる。 (Tausch，

R. 1954) 
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Jll1J戟は，秩序化し人開化して知覚の対象となるのであ

る。東j戟は，いわば人間の{間体発達とともに系統進化の

沈澱!習を通過することになる。(視床における.iF1J戟処理

は，ゆえに皮質を欠く動物のもつ処理の在り方がその原

裂を示唆するであろう〉通過によって刺戟は変形し，通

過させることによってヒトも変森する。

〈図式論の予備的検討〉

心の世界にあっては経験要素が相支に一定の法測に従

って連合しよ主体的な全体経験をつくると古来考えられて

きた。心の識別状態ないしは識別能力である仰ν同町la

は (Deanima r， 428 a)感覚から発した atu7r6Aomol 
Kl1l1t1Uc (De somniis 461 a)なのであって，観念の聞
に類似，接近，対比のような性質があると，やがてひと

つの観念がほかの観念をよびおこし，認知の拡大を生ず

るというのが， Aristotelesの周知の意見であった。

新車えの設問配列，時関西訪日を関わず部分的にせよゲシ

ュタノレト的にせよ視覚がそれらの構成をインプルスの集

合の時間的連鎖として断続的に投射伝透し，先行経験の

媒介のもとで組織をもっ統一対象として知覚するかぎり

なんらかのく結合〉機能が基礎にあることは今日といえ

ども河意せざるをえまい。

心環過程における結合は図式結合であり，この図式

Schemaとは，言葉の干甘い意味に基く。

図式総合は心環過程における総合の選択的特性ーである

とともに生環過程における，ノイロ γ回路の給合のオγ・

オフ性の選択的特性でもある。図式結合は無性格のもの

ではなく，方向のある結合性をもち，意味形象をうみだ

すべき必然的な通路の性質をもつものである。

ヒトの自由にみえる思考過程も必ずしも任意、ではな

いが，図式結合は確率的なさ左起特牲をもち，生日党の非可

逆的性質にとくによく照応する。

視知覚見詰j戟の構成要素照の図式結合はその一前におい

てゲシュタノレト牲の内部関係とひとしく，視覚場の力学

的性質が図式性に効楽をあたえる。

Aristotelesに従い刺戟の図式結合をひきおこす基礎

条件として，次のように集約する。

これらを基礎結合という。条件反射による，結合形成

とi幻まひとしい簡をもち，結合の条件は先行の過程とか

かわり場の構成に依存し，単なる機械的なものではあり

えない。 (Luria，A. R. 1966) 

視による対象の小領域は，~間的投射として，設

問のより広い領域は，投射情報の持照的結合とし

て，内化し，輿警が拡延し残効することによって

過程が接続する。条件反射による一時性結合の形

成は，基本的に近接総合に依存する。

類似結合一般化 generalization，刺戟(反応〉号事側

stimulus equivalenceと対応し性質のちがし、をも

っ一定範閣の刺戟が，相互に十分，分化すること

なく，隠一過程をひきおこす。一定範囲のインプ

ルスが投射されると誤室長の許容があってその範闘

のその時点に発動しやすい臨界状態にあるノイロ

γ集合が誘発し3写生する。

対比結合一切踏，補色，大小長短の拡がり関係のよう

に相支誘導，興奮ー抑制の相互的性質に応じ対照

過程を継続的，問時的に2言、起する。皮質興奮にお
ける鏡映焦点の発生は，これを例示する。同時対

比，継時対比をふくめて，動的系の王jZ衡法則に従

う。

結合の基礎条件のもとで多数の経験とともに結合関係

が成立すると，基礎結合によって生じた多様で、選択性と

方向性をもっ輿警察集合は興事審問そして輿著書集合同におい

て必然的なあり方で高次の一般的な図式結合をつくり出

すようになる。高次図式総合は，主基礎結合によって生じ

た集合における設的増大，変動が，集合内，集合間の共

通性，相関牲に従う組合せの移動をひきおこし，再構成

を招来することに2乏し

高次図式総合は，綴向性，論Jlf!以前の筋道，意味系列，

論理性というような方向をもっ結合傾向が生じたことを

しめすのである。各演をなしているもの，構成索には，

パラメータ変換による概念性，範鴫性のi弱い因子もふく

まれる。その分室告は，多くの行動の綜合的所産であるコ

トバ系によって扱われることが多い。

時計失認主主 Uhrzeit-agnosieにあっては，基礎結合に

よる時計の刺戟配霞は，知覚できるが，これに抽象的な

時間概念を総合で、きないのである。際努にかかわりあい

をもつのは，時間とつながるコトパの概念系列一図式迷

関ーとしての日常用諮の待問なのであって，時間体験そ

のものではない。

図式結合は，知覚の過剰j学習の所産である。図式結合

の成立は，対象認、生11の事j戟走査の効率を高める。一般的

に祝知覚の作業設は，過剰学習の;訟に逆比例する。これ

近接結合空間，時間配箆における刺戟の結合。中心 はアノレブアの同期化と照応する。しかし視知覚の学習は
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一方では，橋f量化 enrichmentと鋭敏化 sensitizationと

もつながる。こうして視空間の分化度と意味づけが多様

になり，徽設の刺戟変異も検知され再:調整がおこなわれ

るのである。この鋭敏ざと処理能は，知能の高いものと

IQ50~65 の者との，閃光刺戟感受の誘発電位の比絞に

おいて，とくに誘発後位の遅い過程の短縮化と知能とが，

有意に関係する点にみる試みも (Chalke，F. C. R.と

Evtle J. 1965)ありうるし，また知覚反応時間の長さと

して検索する試みも可能である。

図式結合は，祝知覚において予期が解発される構造上

の婆件である。予期は発動力の性質にしたがい，機械性

予期と図式成長性予期にわかれる。機械性予期は，心理

的残効というべき過程に近い。

被験者に 20mmと 28mmの円板を綬待問提示した

複後， 2枚の 24mmの円板をそれぞれ以前の円板の場所

に提示，知覚させると一般に内板を不等とみ，もと 28mm

の大内板の位置の門板は，より小.20mmの小丹板の位

援の丹板は，より大と知覚した。

大河板の後で小円板を提示し，これを反復したのち，

20mmの等しい円板を2枚つぎつぎに援示すると，反復

提示の順序;通りに大小を知覚した群と.)設の順序で知覚

する群を生じた。 (Usnadze効果のひとつ〕

Piaget， J. たちは 5~7 歳の子供に追試をおこない

Usnadze効果は，子供よりもおとなにきわめて強くあら

われること，効果はきわめて速やかに消失することを確

めた。 (Piaget，J. 1952) 

主基礎絡会の近接対比の性質が一定の持続をもち次にく

る刺戟の反応を定めていることがわかる。これは予期の

原初的活動である。図式結合が一定の範囲の刺裁に予備

的な妥当をあたえている効果的な活動性は，一定範路を

越えて変興するがi戟と衝突するとき，鋭敏な差異検出の

過穫となってあらわれるのである。このことは活動性疾

跡の機序と応ずるといえる。

子耳目は，連鎖の連続的解発によって次の迷鎖の潔にふ

くまれるものを刺戟投射に先行して定位するという仕方

をとるのみではなく，過剰学習による図式結合の基本的

方向性から生ずる，対象性の欠くものがありうる。これ

はいわゆる予感であって，定かならぬあるべきものとし

て体験される。

Brunerたち (1957)は，瞬間露出器で，統制群には円

盤投げ競技者の吉trに競技係長を配した図，実験若手には競

技係長の代りに，チエ口を配した図をあたえた。後者は，

図式結合による意味の予期に矛盾し，差異として著しく

高いま目覚緊張を喚起した。

図式成長肢の予期は，結合が限定されるにともなって，

志向性の明確さが増大する。被験者にFというひとつの

文字を提示し，連想、を求めると，Gをあげるものは1.8%

にとどまるが.E， Fという連合に対する連認を求めた

ときは， Gという反応、は.18%， A， B， C， D， E， Fの

迷統にたいするGの反応生起は，ほとんど決定的なもの

tこts:.る。

この結合はA~Fにし、たる各刺戟摘を，微小な予期が

解発されて方向性が;増大しGにたいする予期を決定{じす

るのである。 (Underwood，B. T. and R. W. Schulz， 

1960， Mednick， S. A. 1963) 

同一総合の連鎖体はヒトの生活を条件づける性質に依

存し，ヒトの生活の感じとり方のあたりまえさをつくり

あげている。異常な刺戟事象は，図式結合の障害として

現われる。異常なJlllJ戟への感受爾飽がふつう低いのは図

式化の|但凝による興奮の孤立化に伴う興奮自体の強さの

上昇とともに，障害した図式結合の撹苦しそれ自体が，図

式総合を定位する，より広範な系に撹乱的発b楽をひきお

こし，広い活動を，喚起し，輿習室水準を高めるところに

ある。

一定の過剰学習の成立後は，対象刺戟は，図式総合の

担う集合の象徴として処理される。車。戟は，意味として

うけとられ残るのである。女目覚は命名作用によって刺戟

対象の特性を簡潔化し，国定し，コトパ系に総込み，範

!隣組織と結合するにいたる O これは構造性痕跡の側頭化

と応ずるであろう。

図式結合により生じた連室長体を図式連関とL、う。図式

迷関は，体験の主主I朱系列としての構造連関として捉えて

よい。これは，知覚や行動にたいして仮定 (Assumption)

の役割をもち (Kilpatrick，F. P. 1961)礁率的価伎の性

格をもっ (Brunswik，E. 1952)ものである。しかし，意

味の迷関は価値関係の構成として別種の取扱い方法を要

求するかもしれない。しかし基本的な図式絡会の活動特

性の実証的追跡法は，高次迷関にも役立つと忠、われる。

図式;結合は興奮の体鋭化の持続として，記憶の側面を

有する O 発達初期の記憶、は，基礎総合に従い，複合化し

てやがて図式結合にもとづく。結合の特性は皮質におけ

るノイロン若干の佼援関係，位層関係，ノイロン閉路の構

成の諸特性と有機的な関係をもつものである。

このようにして結合回路は，皮質一視床をふくむ，大

きな結合回路，前頭部側頭部との連合野の闇路〔とくに

予期の発動性，記憶の因子と関係)，網様系との多様な連

鎖をつくり，光刺戟の投身すが頭内の広範な脳波上の変化

をきたす理由となるのである。

定位反射をはじめとする無条件反射は，その強闘な組

合せであり，闘い結合をもっ回路であり，種々の条件づ
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けによる反応様式は，より柔い学習された結合で，それ

放，場の力学的条件に従い結合が変化するのである。

Sokolov (1963 b)は， <学習した刺戟の特性について

の情報を保持する細胞の一定の系〉として環論的にく神

経モデル〉の繊念を要請し，

1) 刺戟とモデルが一致しないばあい，不整合の信号

が発生し，皮質ー網様体結合を通じて網様系が賦活され，

条件抑制総合が破壊され側校の阻止が除かれフィード・

バック結合系によって分析擦の弁別能力が機大ずる。

2) 京j車~とそデノレが一致するばあい，不整合の信号は

主主ぜず，抑f1lU条件反射のメカニズムによって倶n校は限止

されていると指摘した。(北島象可(1965)の検討を参

lt恥(定位反射の神経モデルの類型論については，北島の

後， Lynn，R. (1966)がとりあげているj

Sokolovの説明のひとつの劉難は，整合一不整合の信

号とはなにか，なにによっておこるのか判明でないとこ

ろである。この信号の発信者を探し求めることはむずか

しい。むしろ，存在しないとし寸前提で，なお不整合が

刺宅~興奮的であることを探るゴJがよい。

車ilJ戦による投射輿替は，先ず皮質投射部伎を中心に);k:

賞金城に拡散的にインア。ノレスを拡延する全体的傾向をと

る。〈初発過程)この当初の拡延は，定位反射の最初の強

{到な反応をつくりあげている O この全体的な場合は，時

間経過に従い準備態との関係で一定の方向と領域性をも

っ築合化をたどり，その一昔日は，図式結合と総合して有

慈~I床の視覚対象を成立させる。図式結合によって，収束

されない輿欝の拡散も輿懇の場の勾配のもとで柔い集合

をつくる O この築合は，インプルスの閉回路循環をとも

なうのもありうるが，支配的な図式総合に押されて地

(Grund)的な構造を視野につくるか，あるいは形象化を

おこさない。

図式総合は，強ゲシタノレト StarkeGestaltであり，他

のJl!!!.税は弱ゲシタノレト SchwacheGestaltないし輿害容の

拡数となる。

しかるに刺械が東j戟的であるときは，くわしくいうと，

刺戟が視覚に最初に出現する時期，取j戦が室長災として検

知されるとされま，見事j紋は図式結合せず，あるいは図式結

合における時間関係の降客を生じ投射刺戟は孤立化し，

自ら興奮の場の強ゲシュタノレトとなり，図式結合は，差

異刺戟のひきおこす粉互誘導の陰性過程芸，即ち抑制とし

て，対比的なあり方で出現し投射来j戟と関係する。先行

の図式連関はそれとミ否定的に関係する釜みと欠落に応じ

て再定立されることになる O これらは，皮質と網様系を

ふくむ活動の誠義的仲介者によって粉互に効果をあたえ

あう。差異は興奮として浸透する。差異見事j戟のもつ談題

性が構造化するのである。

脳内t主総様体のトーヌスにもとづく一定の活動水準の

ホメオスティシス的な場なのであるから体骨退化されず安

定しないカ動的過程は，一時的な homeostasis破壊とし

て輿復水準を高める O

皮質から網様系にいたる側校の発射のみならず，網様

系から皮質にいたる連絡を含めて広い場の緊張がアノレブ

ァ淡を阻止するにいたる。

く定常化作用〉

図式総合を媒介とする総査活動の経過は， jfilJ戟インプ

ノレスの際問一収束をへて脳内ホメオスティシス機f1lUの支

配の過穏として，慣れ (Habituation)定位反射の消失

の機序として論議できるo

図形の反復提示に比し，系列的変化は， u直前の刺戟形

象の基礎結合による輿議定常化ではなく，図式総合の意

味系列にもとづく差異消失の過程とみなすことができ

る。!Zl1彰の刺戦構成望書3誌をひとしくし，意味連関をもっ

てほIi診が変化してゆくとき，意味迷関がJl!!!.J>IJ学習をうけ
ていれば，図式;結合はよりすみやかに，より確実に興奮

の場を収束しうる。ゆえに差異検知にもとづく，プノレブ

ァ波の限止は，よりすみやかに解除する。

時計の{白iを次々に援示し指針を 0院をから 10分ずっせz

間隔に進行させて擬則的に 1時にいたる 7図形系列jと0

時から 0時30分…-・・と関縞を等比級数的に進行させて

1特にいたる 7図形を比絞すると，後者の図式結合は，

予測限葉症で、アノレブア波の阻止は有意に高い。野球の線画i

(極めて少い刺戟設で織成)提示を 1系列は，パッターボ

ックスに立っところからヒットし， -~謹二塁……ホーム

インとI1関当な進行をする 6図形。 1系列;土パッターボッ

クスに史っところからヒットし-~還を越したり，二塁芝

手と撲り合ったりする進行が奥予言な6図形念ひとしい物

理的利戟監とひとしい程度の図形構造性の複雑さをもっ

て構成しておこなうと，後者は，一般にアノレブァ波の阻

止が潟い。(昭和40年度実験)

北島象苛 (1965)が記載したように新奇さ，変化，不

調和の照査特性 collativeproperties CBerlyne 1963)の

もつ賦活をおこす在り方は，受け手の賦活水準 arousal

level，知能活動度などによって変化する。受け手の興奮

が過度に高いときは，むしろ刺戟的な刺戟について抑制

を生じ，より照査特性の少い賦活ポテンシャノレの低い刺
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戟が求められる。慣れにひきこもり，親しむのである O

逆に生活体の賦活水準が過度に低いときは，慣れを生

じない。熊沢たち (1964)はポリグラブを用い反復刺戟

にたいする覚醒時，路阪証寺の自律系諸反応とくにそ子掌

P.G.R.指尖脈波を検索した。 20phon 1000 c/ sec音，

20 sec~30 sec持続， 20~30 sec間隔で反復すると覚催

時は次第に減少し消失するが，傾限時，熟限時では，反

応の減弱の傾向は，主主じなかった。選択し定常化へ向い

慣れをひきおこす機構は，似りとともにひとまず，働く

ことをやめるのである。

差異検出が意識水準と基本的に関連していることがわ

カミる。

好奇心や探索による快感や議びは，図式結合の拡大伸

燥に依存する。 Troland，L. T. (1929-1932)は竣妹な

日襟予知から務確な日襟志向へと進む傾向に本能の意味

を見出し，ラ γダムな遼動を定交しながら方向と過穏を

定着させてゆく作用を Retroflexaction と命名した3

Trolandは，フィード・パック回路をもっ， Retroflexの

感受伝導路をく特殊な皮質下の神絞中枢〉との総合にも

とめた。〈快感><苦痛〉の感じは，それぞれ皮質のシナ

ブ。スにおける興奮伝達の変化率で、定まり，変化率が高い

ときは，快感が生じ，低いときは不快感，苦痛が生ずる。

興奮伝達の変化率に特性を賦与するのは，蓄積された

Retroflexの過縦であるというのである。

く定常水準の定立〉

視知覚の課題刺戟にたし、する過程を模裂化し次のよう

に概揺してみよう G

刺戟をうけとり視知覚が緊張を高めて，注意~fpfflを組

織的に解発し，輿著書の場の勾配の体制化と図式活動の進

行が生ずる …第1期・・

図式迷関の包合の成立，輿昔話の場の存体制化の成立後

になお刺車えが持続すると

さらに高次の誘発過程，第二次の図式結合弱ゲシュタ

ノレトの集合化として，若干の刺戟の関 地体制の変化を

ともないながら走交がおこる。刺戟布置の直接的談題と

はならなかった部分，ないし全体がより低い水準で注意

をうけるのである O 阪支求運動はなお活i壌であることが多

…第2期…

刺戟は，刺車主的性質を失い，注意、作用は，非活性とな

り，投射領における投射興章容は，なお持続するが，限定

された関式結合にのみインフ。ノレスの循君事がおこる。定常

状態に近い過程が生ずる。 …第3期…

神経活動には，簡単な在り方にも認められる宕干の特

性が存し高次の神経の集合活動にも基本的に働く性質が

ありうる。そのひとつは，刺戟興奮が一定の水準に到達

しそれに定着すると後行の輿欝はひとしい到達，点に達

しそれを守る傾向であり，別のひとつは，刺戟反応が，

一定時間の維持と消失を生ずると後行の反応がこの刻時

機構によってリズムを強いられるということである。

主主予言過程の定準化，また一般に反応の定型化は，おそ

らくこのような若「の動向に依存するところがあるはず

である。興奮水準の定型化，刻草寺袋援性なとV土たぶんき

わめて基礎的なものであって，条件づけによるのではな

くむしろ条件づけを可能とするものであろう。

標準区Ii診を学濁した直後， I媛妹な部分図形'a:提示し，

様型携図形の疋しい部分か~かの知覚判断を求める過程に

おいて刺戦提示とともに， 200~400 msecの潜時をもっ

て，非特異的なアノレブア波阻止が生じ図式結合の活動が

おこる。(昭和40年度実験)

学習した標準図形と対象図形との照査が，その要素の

経験の過剰機構に依存する多様な刺戟のパラメータを手

がかり (cues)として用いておこなわれる。プノレブア波

は，阪止し続け，光司君j戟そのもの 図形刺戟のかなり大

きい刺戟性の母集団ーに般化を生じた被験者では， ミュ

波の出現が認められる。

課題解決，つまり一定の図式総合の操作により，暖妹

都分図形が，先行の標準図形へと位震づ、けられると，一

定の緊張弛緩が生ずる。アノレアア波が出現するのである。

このとき課題解決の応答，たとえばスイッチ操作を義務

づけるとスイッチ操作のための， ミュー波の阻止がおこ

り，後頭部アルブア波の同期化は増大する。行動系によ

る，課題解決の反応をしない試行では第2期定常過穏は，

アノレプア波が低水準で、出現し，断続的な経過をとること

によりしめされる。謀議解決のときには，ゆるみがあら

われ，瞬13.限球運動，指尖脈波. P.G.R.に表示され

ることがある。

刺戟が持続するとアノレブア波は， より高い振編水準，

より高い出現率へと派jい，刺戟のない時期に近ずく。

少くとも投射輿警察の拡延の道程は，すなわち，プノレブ

ァ波の限11::.は，イ γブツレスのノイロン凶絡における発射

の頻度と対応する見込は大きL、から，アノレブァ波のj可期

の水準はノイロン回路の活動の大きさ，すなわち一定刺

戟のひきおこす，回路にふくまれるノイ口ン数と，それ

を選択的に賦活する仲介ノイロン数の合計数に依存する

はずで、ある。
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Jung， K.速の機認した視皮質ノイロソの 509るほどが

仲介性であり，広範な音s位とくに前頭，側頭，頭頭部な
どの回路と 1二与している。インァツレスを選択的に限定す

る皮質効果は，おそらくまず縞様系の抑制仲介ノイロ γ

を通じて興奮が網様系に入るのを統制する o その証拠と

しては，完全動物において，網様系そのものを電気刺戟す

ると，慣れが生じないこと(Sokolov1963)フワッカ一

光と網様体の電気取j戟を併用すると，皮質の特殊路投射

インブ。ノレスと対応する主望書ノイロン， B Neuroneが抑

制すること CJung，R. 1962)である。

ただし皮佼興奮へといたらしめるフリッカーリズム

が，特然的なことは Kaada，B. R. et al. (1965) 

の資料が示している O

10 c/sec以1: 30 c/sec…100-300 c/secの高い振動

のみ興事詩的に作用 l6 c/sec以下の低い振動は，皮

質興奮を抑制する網様系1'1'丹]をひきおこす。

興奮の場の勾配が高い緊張にあるとき，図式結合がお

い活動性をもち， WiJ戟走査がおこなわれているときは，
連絡性の皮質ノイロン CJung，R.のばあいは ANeu“ 

rone)がインプノレスを発射し続け，興欝!ヨ路は，拡延し，

アノレプ 7波の阻止ネは高く，図式総合が安定し局所化す

ると， I後局したノイロン回路への縮小化とともに迷絡ノ

イロン数が減少し，網様系との連絡も狭小となり，各科

戦受容活動系の低下がおこり，アルファ波の同刻化が定

常化したノイロン若干の数量まに比例iして増大すると想定す

ることができょう。

迷絡ノイロンの数，単位は，なお推定的なものであり

Jung， R.の託拠 A，B，C， D，Eの各ノイ P ンは，限定

した小さい説泌しか未だ認められず，誕百L、振舞について

は一義的な見通しをたて難い。

しかし，一般に皮質内では，機能性の兵なるノイロン

があり，発射特性に相違が認、められる限り，アノレアァ波

の定常化に1二与すると見込むことはできる。

細胞構築学的な知見の困難さが続くかぎり，むしろ，視

覚E経験的に定常水準を仮定し，それを確定してゆく機能

的な解明が必要きとなるであろう。

く禄覚準備状態~ Visual readiness 

ヒトが内外のインプノレスを統合し光刺戟による撹苦L

緊張がなく，動的平衡にあり，高い党酸水準にあって，

光刺戟の差異に反応が直接に解発しうる状態を推定する

ことができる。これが視覚準備状態であって，視覚活動

領域の homeostasis的機市jの支配した過程であり，アノレ

ブァ波の同期性がそのt皆様である。(作業仮説。

準備状態は，一定の成熟と学習の条約二のもとに成立し

視覚剤i戦対象への志向を選択的に生じうるポテンジヤノレ

な図式総合と，図式連関(過熱j機構)若手を包含し，それ

自身一定時について一定の勾況の興奮特性をもつもので

ある。投射インァツレスは，準備態の機密約な構造，活動

傾向の函数として，拡延と収束のあり方が定まるのであ

る。構造化は，基礎的により包括的な一般系に基くこと

は，当然で、ある。

通常，光刺戟のない単なる予期や努力ではアノレプァ淡

は|批Iとしない。視覚準備状態は，見事j紋と ~J係して，はじ

めて事災的過程として捉えうるものとなり，その選択

的構成が明らかになるのである。

く構え〉は，準備状態における一定の領域での図式結

合の前以ての解発であって一定方向の選択をなす傾向を

しめすものであるが，確率的事象にすき、ず多くの試行に

よりようやく構えの実際に働くあり方を予測する駁度が

高まるにすぎなし、。ゆえに準備状態は，課題事j裁を受取

らないうちはガ向をもたぬ設として想定しておかなくて

はならない。(定義 3)

視覚準備状態は，動的平衡であるのだから先行の過程

の影響をうけるコ Held，R.と White，B. (1959)はテレ

ビジョンのスノウ効巣を， 30分視認させた穫後，遂動テ

ストの事象の速度を実際速度以下に評継する傾向をみと

め， Werner， H と Wapner(1952)は，筋緊張附子も

右ないし左の身体にあたえることにより，見えの垂直線

のかたよりがこれを力学的に調整し平衡する方向にお

こることな確めたっ Witkinほかは多くの人格要問，身

体的姿凶が永続的ないしそのつどのメカニズム特性に従

って，視覚の特性に影響をあたえることを見出した。

学習凶子については， von Sendenの資料によるHebb，

D. O. (1949)の論文，先天性向内降患者の関根予術後

しばらくの隅，明踏の区別，色彩判別はできるが，形体

弁別はできないことに依拠して，初期学E裂を恭礎とする

知覚一運動学潔が機構イヒしてはじめて単純な形態弁別も

可能であるとした知見を代表とする。ただし，この症例

において末梢過程の陣容も随伴していたはずで，この点，

号事質視野の制限長選手まによる動物の視覚弁別カと視覚活動

の緊張の変質の方が資料としてはより適当であろう。

(Riesen， A. 1王1950，Melzack， R. et al. 1956) 

視覚活動に，過剰学習機構をもたない動物，すなわち，

図式総合を内容的に欠き発達をさせなかった動物はく送

癒することを知らなし、〉のである。定常化過程を通常の

対象についてひきおこさないのである。このことは，
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]aspers， K. (1959)の引証する Storring，G. E. (1931) 

の症例報告，狐立的に言己銘力だけが完全に失われた， 24 

歳の錠前屋の視覚準備態と比較できる。 20歳のとき，ガ

ス中毒にかかりそれ以前の記憶は保たれているが，その

後の記憶は，すべて 2秒後には消失する純粋例である。

窓から冬f景色を眺めるとすぐ正しく今の季節は冬だとい

うが次に訟をさえぎると次の瞬間，今は夏だという，と

ても暑いからと理由をつける。その斎IJ郊にストープをf，l，

ると冬だとL、う O そして前に言ったことを全く瞬間のう

ちに忘れてしまう。ゆえに自らの記憶持容ななにもしら

ない。考えているうちに忘れてしまうし考えついたこと

も忘れるからである。 現在にのみ主主き退屈することをし

らない。あらゆるものは，唐突にあらわれ，すべて新し

い(少くとも仁村議後の事象については)，放に，憐れると

いうことがなく，定常化過程は， '存夜しえない。視覚活

動が学課を結楽し，視覚の再構成一変化する機構も障害

されているのであるコ

課題刺戟は，視知覚の多くの選択的受容のねを介して

先行経験の関係のもとで、処理され課題性を失い活動性渓

跡，構造性疾跡として機構fじすることによって定常的な

心的状態をつくりあげるつこれが視覚準備態であり，そ

れゆえに学習の磁数でもあるのである。

異常の事象，差異ある事象が検出されて，それにたい

して鋭い視覚反応がおこると，一定の反応後はそれを呉

常としなくなり，祝党態度が定常なものとなるとともに

刺戟も定常的なものとなる。少くとももはや差異ある事

象としての鋭い反応を葱起しないっこの異常でなくなる

という事態は，基本的には，差異性の解、7たをしめすこと

になる。差奥解消は，その後は，その事象について以前

のような鋭い反応がないという往り方をとるのである。

これはいったし、課題解決であろうか，学習であろうか。知

覚は，線題解決以前の過程であり，本来の解突は思考と

行動にあるとする通念は，たしかに努ましい。だが本米，

ヒトの適応のいとなみは，しかく努ましい解Jよとのみでは

ない。不安に戦きながら自らの終着ける世界をつくり，

たまゆらの安定を苦しず若手物の動きに鋭くr.r;じながら調和

をつくり，変動により堪えやすくしてきたのが生存のあ

ゆみであったはずである。この内外の連絡の調整が，知

能の原初的機能にほかならない。

差異として京1)戦が投射され視覚過程に強い興奮勾況を

つくり，孤立化し，反事撃し図式総合してゆく過程は，決

して簡単な機構ではないが，結果する過裂は，慣れる，定

常化する (Habituation)という在り方である。

もし接着をおして視知覚に課題解決性をたどるなら

ば，課題解決とは基本的に懐れることである O

課題について挑む，克服するとL、う過緩が，課題解決

ないし学習にとって必須であり，それによって学習が進

むというのが通念であるが，これは必ずしも課題解決

(problem噂solving)の字義通りの解釈とはいえなL、o

solvereは se・分離(する)， .luereゆるめる，という

意味であろうし，A.')剖は，しこりをなくする，ゆるやか

にする，ことなのであろう。

学習の基本には，受手にとってあたえられるものが，

受手の準備態にとって去を築として，すなわち，受手にと

って現状を問いかける議題として，投ぜられることがな

ければならない。

去を爽あること，談顕であることは，受け手にi気い活動

をひきおこす。それ自身は，当初なお議題であること以

外は，子1三機定な興奮であるが，受け手の内的体制，態備

態の構成に従い，課題と応ずる内外の連絡の自然な行程

が生ずる。比I総的なぎいまわしにとどまるが，これはひ

とつの均衡化で、もある。その結果，あたえられたものは，

主義黙を失い線穏であることを消失する。

この営みは，高次議題過程にも，すべてふくまれてい

る過程である O

高次の課題解決過絞は，百I逆的な操作の適用により反

応系の動的均衡は複雑であるとともにきわめて自由度の

高いものとなる。この特性は悦党と区別するものである。

しかし，高次過程では，対象が室長呉として談窓性とし

て検出されることがむしろ難しくなる。兇;方の転換の自

由さは，疑点を{反現のそF段によって援うからである。課
題はむしろ，意図的に定立されることが，多くなるので

ある。ゆえに謙題解決は，人工的過怒として遂むD たと

えばきわめて真撃に“問題意識"をもち，切実な解決へ

の努力を蚤ねているときでも，根本では，事実との正案縞

ゆえに問題がただ問題としてのみ定立されたとL、う場合

が多くおこる。これは，いわゆる生物学的事実ではない。

問題定立は， Conventionに従ぃ，解決は真面白だが

Jl;笑どちらでも差支えないゲームの性格をもつのであ

る。課題解決の通常な考え方，ゲーム論のような定式化

の有効さは，疑いを容れないつしかし自然な行程として

の生存の課題解決は必ずしもそのような解決の仕方をし

てきたわけで、はない。ヒトが，関難な環境に，問題の多

い祭聞に気候に，風土に解決を見出して進化し生き残り

えたのは，根本的にはヒトの“陪題意識"のゆえではな

かったので、あろう o

oJ 
ro 
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祝知覚の議題解決機構とは，このような進化的な，す

なわち基本的なヒトの生存の営みのひとつの発現に見出

すべきものである。

作業仮説の設定 2

仮説 2.アルファ波の発現率，同期性の水準に従つ

て，視知覚活動の定常度を定めることがで

きる。
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enceph. clin. Neurophysiol. 1965，18: 156-161. 

11) Beurle， R. L. Properties of a mass of cells ca-

pable of regenerating pulse. Phil. Trans. roy. 

Soc. 1956. B. 240: 55-94. 

12) Bremer， F. The neurophysiological problem of 

sleep. 1n Delafresnaye. J. F. (Ed.) Brain me-

chanisms and consciousness. Blackwell Scient. 

Publ. Oxford. 1954. 

13) Bremer， F. Consideration sur l'origine et la natur 

系 アルファ波の発現率，向織率と視知覚活動 des‘ondes' cerebrale. Electroenceph. clin. 

の定常度の対応には姻人内の Consistency Neurophysiol. 1949， 1: 177-193. 

が存在する。 14)Bruner， J. S. On perceptual readiness. Psychol. 

Rev. 1957， 64: 123-152. 

定義 4.定常度とは，刺戟反応における復党系の定
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ある。
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